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現 地 写 真 

 
大手 PO の一つ Ayateke のカヨンザ支店。カヨンザ

支店の職員数は 45 名 
カヨンザ支店は 2016 年 11 月にルワンダ公共サ

ービス規定機関（RURA）よりライセンス取得

  
Ayateke が 管 理 す る ン ゴ マ 郡 の Karembo
-Zaza-Mugesera 給水システムの水源（湧水） 

同給水システムの水源のポンプ場 

 
同給水システムの配水池にある塩素注入機 同給水システムの公共水栓の一つ 
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PIC Project Implementation Committee プロジェクト実施委員会 
PO Plan of Operation 活動計画 
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PURA-SANI 
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and Sanitation in Southern Part of Eastern 
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イミドゥグドゥ水・衛生改善計画プロジ
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RM Resource Mobilization リソース・モビライゼーション・サービ
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RURA Rwanda Utilities Regulatory Authority ルワンダ公共サービス規定機関 
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化プロジェクト 

RWS Rural Water Services 地方給水局 
RWSS Rural Water and Sanitation Services 地方給水・衛生局 
SC Steering Committee 調整委員会 
SWG Sector Working Group セクター・ワーキング・グループ 
TOT Training of Trainers 指導者研修 
TWG Thematic Working Group 分科会 
WASAC Water and Sanitation Corporation 水衛生公社 
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中間レビュー調査結果要約表 

１. 案件の概要 

国名：ルワンダ 案件名：地方給水施設運営維持管理強化プロジェクト

（RWASOM） 

分野： 水資源開発 援助形態：技術協力プロジェクト 

所轄部署：地球環境部 水資源グループ 協力金額（評価時点）：約 2.4 億円 

協力期間 2015 年 4 月～2019 年 12 月 先方関係機関： 水衛生公社（WASAC） 
     地方給水・衛生局（RWSS）* 
*詳細計画策定調査での PDM 作成時には RWS と表記

日本側協力機関：国際航業株式会社 

他の関連協力：無償資金協力「第三次地方給水計画」

（2015-2017） 

１-１ 協力の背景と概要 
ルワンダ政府は、中長期的な国家開発計画「ビジョン 2020」を策定し、2020 年までに全国民

に安全な水を提供することを目標に掲げている。ルワンダの地方における給水率は 2011 年時点で

72.4%（The Third Integrated Household Living Conditions Survey (EICV3) 2010/11）だが、給水施設

の稼働率は 6 割弱（2012 年）であるため、実際のアクセス率はさらに低いと考えられており、目

標の達成のためには稼働率の改善が課題となっている。地方における給水施設の稼働率が低い理

由の一つとして、運営維持管理（O&M）体制の脆弱さが挙げられている。ルワンダ政府は、地方

における給水事業を強化すべく、水衛生公社（WASAC）を新設し、2015 年から地方給水は WASAC
の地方給水・衛生局（RWSS）が管轄することとなった。 

JICA は、特に給水率の低いルワンダ東部県における 4 郡を対象に、委託契約により地方給水施

設の運営維持管理を行う給水事業体（WSPs）の維持管理能力の向上を目的とした技術協力プロジ

ェクト「イミドゥグドゥ水・衛生改善計画」（PURA-SANI）を 2007 年から 20011 年にかけて実施

した。しかし、地方給水施設の運営維持管理に関する国としての制度や基準、ガイドライン、マ

ニュアル等が整備されておらず、協力成果が他の郡や WSPs に波及していないのが現状である。

この状況を改善するためには、WASAC RWSS から郡を通じて WSPs の能力強化を図る体制を、

組織と技術、制度面から整備、強化する必要がある。 
かかる状況を踏まえ、ルワンダ政府は、地方給水施設の運営維持管理に関する能力強化を目的

とした技術協力プロジェクトを我が国に要請した。これを受けて JICA は、2015 年 4 月から 2019
年 12 月まで、WASAC をカウンターパート（C/P）機関として、技術協力プロジェクト「ルワン

ダ地方給水施設運営維持管理強化プロジェクト」（RWASOM）を実施中である。プロジェクト開

始から 2 年余りが経過した時点で、中間レビューを実施した。 
 

１-２ 協力内容 
本プロジェクトは、地方給水施設の運営維持管理のための実施体制・枠組みの提案、必要な国

家ガイドライン・マニュアル等の整備、WASAC RWSS 職員の郡のサポートに必要な能力の強化、

提案された運営維持管理体制の東部県モデル 4 郡における有効性の実証等を通じて、ルワンダの
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地方給水の持続可能な運営維持管理体制を構築し、ルワンダの地方給水の運営維持管理体制の定

着とともに、東部県全郡における地方給水施設の稼働状況の改善を図るものである。 
 

（１） 上位目標 
ルワンダの地方給水の運営維持管理体制が定着するとともに、東部県全郡における地方給水

施設の稼働状況が改善される。 
（２） プロジェクト目標 

ルワンダの地方給水の持続可能な運営維持管理体制が構築される。 
（３） 成果 

1) 地方給水施設の運営維持管理のための効果的で持続可能な実施体制・枠組みが提案される。

2) 地方給水施設の運営維持管理に必要な国家ガイドライン・マニュアル等が整備される。 
3) WASAC RWS 職員の郡のサポートに必要な地方給水施設運営維持管理に関する能力が強化

される。 
4) 東部県のモデル 4 郡において、提案された運営維持管理体制の有効性が実証される。 

（４） 投入（評価時点） 
日本側：総投入額 約 2.4 億円 
長期専門家派遣：0 名   機材供与：約 1,298 万円  
短期専門家派遣：7 名（63.72MM） 
ローカルコスト負担：約 2,813 万円 
研修員受入：計 5 名 （2017 年 6 月末時点） 

相手国側： 
カウンターパート（C/P）配置：延べ 21 名 
土地・施設提供：プロジェクト事務所の提供 
ローカルコスト負担：プロジェクト事務所の経費、プロジェクト活動に必要な資機材 

２. 評価調査団の概要 

調査者 日本側 
団長 宮崎明博  JICA 地球環境部水資源グループ水資源第二チーム課長 
案件管理 加治貴   JICA 地球環境部水資源グループ水資源第二チーム 

      主任調査役 
地方給水 村上敏雄  JICA 地球環境部インハウスコンサルタント 
評価分析 田中恵理香 グローバルリンクマネージメント株式会社社会開発部 

      シニア研究員 
 
ルワンダ側 

Jacques NSENGIYUMVA CEO 技術顧問 
Felix GATANAZI カスタマー・サービス・マネージャー 
Jean Bosco BAZAKARE 内部監査官 
Patrick SHARANGABO 広報スペシャリスト 

調査期間 2017 年 6 月 12 日～6 月 28 日 評価種類：中間レビュー 
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３.評価結果の概要 

３-１ 実績の確認 
（１） プロジェクト目標 
【指標】 

1. 地方給水施設の運営維持管理の実施体制・枠組みが WASAC により承認される。 
2. 成果 2 で策定した国家ガイドライン・マニュアルが WASAC により承認される。 
3. WASAC RWSの郡に対するトレーニングプログラムや技術支援マニュアルがWASACに承認

される。 
4. WASAC RWS の（能力強化計画を含む）年間アクションプランが実施される。 

【実績】 
中間レビュー時点では、国家ガイドライン・マニュアルのドラフトが完成し、関係者でレビュ

ーを行っており、プロジェクト終了までに承認される見込みである。 
 

1. 地方給水施設の運営維持管理の実施体制・枠組みのドラフトは、すでに作成されている。

実施体制・枠組みのドラフトは、次の指標 2 に関連する承認プロセスの中で、国家ガイド

ラインの一部として承認されることになっている。 
2. 策定したドラフト版国家ガイドライン・マニュアルは、現在、セクター・ワーキング・グ

ループ（SWG）で関係者がレビューを行っている。国家ガイドライン・マニュアルは、SWG
に承認されたことをもって、採用となる。プロジェクトでは、現在のドラフト版の国家ガ

イドライン・マニュアルを改訂し、プロジェクト終了までに、SWG の承認を得る予定であ

る。中間レビューでのインタビューによれば、国家ガイドライン・マニュアルのドラフト

は、開発パートナーを含む関係者から高く評価されている。 
3. WASAC RWSS 職員に対するトレーニングプログラムは、2016 年に開発された。専門家と

C/P により、「地方給水施設技術支援マニュアル」のドラフトが作成されている。同マニュ

アルは、改訂を行った後、給水施設の運営維持管理に関する他の文書とともに分科会（TWG）

に提出され、さらに SWG に提出されて承認を得る予定である。 
なお、国家ガイドライン・マニュアルの承認は、WASAC でなく SWG が行うため、プロジ

ェクト目標の指標（1、2、3）は改訂する。 
4. WASAC RWSS の年間アクションプランは、プロジェクトにおける能力強化計画も含め、す

でに WASAC RWSS で策定され実施されている。 
 

（２） 成果 
成果は、いずれも発現しつつある。プロジェクト終了までには達成される見込みであるが、

一部の指標は目標値を設定及び改訂する必要がある。 
 

1) 成果 1 
【指標】 

1-1 運営維持管理実施体制・枠組み（案）が作成される。 
1-2 運営維持管理実施体制・枠組み（案）が SWG により合意される。 
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【実績】 
1-1 地方給水施設の運営維持管理のための実施体制の枠組み（案）が策定されている。プロ

ジェクトでは、まず、地方給水施設運営維持管理の枠組み策定に係る情報の収集を行っ

た。ベースライン調査の結果に基づき、現在の枠組みに関する課題や問題が分析された。

プロジェクト開始時は、地方給水施設の運営維持管理の大まかな枠組み、例えば、郡の

委託により契約された POs（WSPs のうち郡との正式な契約により給水施設の運営維持

管理業務を行う民間企業体）が運営維持管理を行うなどの仕組みが、ほぼ確立されつつ

あった。プロジェクトでは、こうした仕組みをさらに精緻化・強化する方向で運営維持

管理の枠組みを策定しようとしている。 
1-2 運営維持管理実施体制の枠組み（案）は、TWG で検討中である。枠組み（案）は、成果

2 で策定する国家ガイドラインに盛り込まれ、「水と衛生（WATSAN）」TWG で承認され

る予定である。 
 
2) 成果 2 
【指標】 

2-1 必要な国家ガイドラインやマニュアル（案）が作成される。 
2-2 必要な国家ガイドラインやマニュアル（案）が SWG により合意される。 

【実績】 
2-1 地方給水施設の運営維持管理に必要な国家ガイドラインとマニュアル（案）はすでに作

成され、検討を進めている。地方給水施設の運営維持管理のための「持続的地方給水サ

ービス国家ガイドライン」のドラフト第 2 版が完成している。同ドラフト第 2 版は、パ

イプ給水施設とポイント給水施設の運営維持管理を水質管理も含め記載している。研修

モジュールについては、EU による地方給水衛生民間オペレーター組合（FEPEAR）を支

援するプロジェクトで作成された既存のモジュールがあり、この 6 つの研修モジュール

をレビューし、これらを改訂・整理しつつ、新しい研修モジュールを作成した。 
2-2 地方給水施設の運営維持管理に必要な国家ガイドラインやマニュアルは、ドラフトが完

成し、合意のプロセスにある。国家ガイドライン、モデル入札図書、モデル契約文書の

ドラフトは、2017 年 3 月と 7 月の TWG に提出され、関係者がコメントをした。近く、

ドラフトは SWG に提出され合意される予定である。 
 

3) 成果 3 
【指標】 

3-1 XX 人の WASAC RWS 職員がトレーニングを受ける。 
3-2 郡に対する技術支援マニュアルがWASAC RWSによる郡のトレーニングで適切に使用さ

れる。 
【実績】 

3-1 この指標の目標値は設定されていない。中間レビュー時点で WASAC RWSS の職員の能

力強化を図るための研修プログラムが策定され、このプログラムに基づいて、WASAC 
RWSS の全職員が研修を受けた。WASAC RWSS の 4 ユニットのユニット長と職員は、専
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門家による指導者研修（TOT）を受け、トレーナーとしての能力を向上させた。 
プロジェクトでは、能力のベースライン値を測定するための評価を、主として自己評価

に基づき、ユニットごとに実施した。ひとつは技術的スキルの評価で、水質管理、デー

タ管理、運営維持管理計画等、ユニットごとにその業務に応じたスキルをいくつか選定

し、ユニット長を含む職員がそれぞれのスキルについて自己評価を行った。評価に基づ

き、プロジェクトでは能力開発計画を策定し、これに基づいた研修を実施した。もうひ

とつは、ソフトスキルに関するもので、対人能力、業務処理能力等を、同じく自己評価

に基づき評価した。 
3-2 専門家とカウンターパートで「地方給水プロジェクト技術支援マニュアル」のドラフト

を作成中である。同技術支援マニュアルは、成果 4 の活動で活用される予定である。 
技術支援マニュアルは、まだ作成中であり使用できる状況にはないものの、WASAC 
RWSS の職員は、日本人専門家とともに、郡職員と POs に対し研修を実施している。イ

ンタビューでは、郡職員は、プロジェクトでの WASAC RWSS 職員による研修により、

水質管理やハンドポンプの修理、塩素注入装置の取扱い等の技能を向上させたとコメン

トしている。プロジェクトでは、水利用委員会（WUC）に対する研修を計画しており、

研修対象の 55 サイトを、選定中である。 
 

4) 成果 4 
【指標】 

4-1 モデル郡において、ガイドラインやマニュアルに基づいて給水施設の運営維持管理が行

われる。 
4-2 モデル郡において、給水施設の稼働状況が改善される。 

【実績】 
4-1 モデル郡では、プロジェクトで開発したガイドラインやマニュアルに基づき給水施設の

運営維持管理を開始している。給水施設の運営維持管理の枠組みに関する国家ガイドラ

インやマニュアルのドラフトが開発されているが、これらに基づいた実際の運営維持管

理は始まったばかりであり、さらに向上を図っていく必要がある。プロジェクトでは、

現場レベルでの実施を通して、詳細な手順や課題を特定しつつ、改善していく予定であ

る。 
ベースライン調査で、ポイント給水施設の運営維持管理状況が悪いことが明らかになっ

たため、プロジェクトでは、ポイント給水に関する活動を導入することとした。さらに、

ベースライン調査で特定された課題に対するアクションプランが策定された。アクショ

ンプランに基づき、パイロットサイトにおける水道メーターや塩素注入装置の設置、55
の WUC に対する研修等の具体的な活動が、プロジェクト後半で実施される予定である。

4-2 この指標は、目標値が設定されていないため、達成度を正確に評価することはできない。

この指標自体の見直しも含め再検討したうえ、指標と目標値を設定することが必要と考

えられる。 
インタビューによれば、現在のところ、プロジェクトでの研修により、郡職員と POs の

スタッフの給水施設運営維持管理に関する能力は、向上していると言える。 
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３-２ 評価結果の要約 
（１） 妥当性 

以下のような理由により、妥当性は高い。 
対象のモデル郡において安全な水へのアクセス向上のニーズは高い。モデル郡においては、

給水施設の運営維持管理は適切に行われているとは言い難く、2015/16 年度における地方部の

給水率（500m 以内に改善水源を持つ世帯の割合）は、79%に留まっている（National Water Supply 
Policy Implementation Strategy, December 2016）。 

プロジェクトは、ルワンダの水分野の政策と整合性がある。ルワンダの国家給水政策（National 
Water Supply Policy in Rwanda）では、5 項目ある政策目標のひとつに、水セクターの実施体制・

枠組みの強化が挙げられている。長期計画である「ビジョン 2020」では、2020 年までに安全

な水へのアクセス率 100％を達成することが目標に掲げられている。 
プロジェクトは、日本の対ルワンダ ODA 政策とも合致している。日本のルワンダに対する

国別援助方針では、基本方針（大目標）として、持続的成長（中所得国家への転換）の促進が

挙げられている。この大目標の下、経済基盤整備、農業開発、社会サービスの向上、成長を支

える人材育成の 4 点が中目標として挙げられており、プロジェクトは、社会サービスの向上の

中に位置づけられている。 
プロジェクトデザインは、実施体制・枠組みの構築や能力強化等、地方給水施設の運営維持

管理向上に関する必要なコンポーネントを含んでおり、適切と言える。プロジェクト開始時に

は、パイプ給水施設のみを対象としていたが、2016 年 2 月のベースライン調査の結果を踏まえ、

ポイント給水施設に関する活動、WUC を支援する活動が追加された。  
 

（２）有効性 
以下のような理由により、有効性は概ね高い。 
プロジェクトが残り期間順調に進捗すれば、プロジェクト目標は達成される見込みが高い。

プロジェクトで作成している地方給水施設の運営維持管理のための枠組み文書は、インフラス

トラクチャー省（MININFRA）が議長を務める SWG で検討した後に承認される見込みである。

新たにポイント給水施設に関する活動が追加されているが、その具体的な内容を検討する必

要がある。例えば、ポイント給水に関しては、すでに運営維持管理の枠組みが存在するが、そ

の中で、郡、POs、WUC の役割があまり明確に規定されていない。このため、ポイント給水に

関する運営維持管理の枠組み構築に時間を要し、ひいては、プロジェクト目標達成に向けた進

捗全体に影響を及ぼすことも予想される。 
成果からプロジェクト目標に至るロジックは適切と言える。プロジェクト目標を達成するた

めに必要な成果が計画されている。プロジェクト目標達成のための外部条件である人事異動に

ついては、WASAC、郡ともに人事異動が数例見られたが、頻繁ではなく、プロジェクトに対す

る影響はなかった。 
 

（３）効率性 
以下のような理由により、効率性は比較的高い。 
中間レビュー時点では、計画されていた成果が発現しつつある。PDM の成果の指標以外にも、
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ベースライン調査の報告書が、プロジェクト以外でも WASAC の業務で活用されていること、

給水施設に関するマッピングとデータ・インベントリーが作成されたこと、さらに、これらの

活動を通じ、WASAC RWSS において調査やデータ作成・分析の手法が蓄積されたこと、等の

特筆すべき成果がある。 
投入からアウトプットに至るロジックは適切である。投入は、十分な活動を行えるよう計画

され、活動は適切に実施され、成果の発現につながった。 
予定されている活動は概ね順調に実施されている。郡と POs に対する研修の実施に若干遅れ

があったが、インタビューによれば、実施した研修は参加者から高く評価されている。また、

ベースライン調査に予定より長い時間を要したが、その結果は有効に活用されている。追加さ

れた活動であるポイント給水施設の運営維持管理の具体的計画については、検討中である。予

定している活動は全て、プロジェクト終了までに完了する見込みである。 
投入は、これまでのところ、概ね適切に実施されている。日本人専門家は、活動計画（PO）

に基づき、適切な専門性を持つ者が派遣されている。機材は、日本人専門家とユニット長の協

議と合意に基づき供与された。1 年目は、WASAC に車両が 2 台供与され、施設の運営維持管理

や視察に使用されている。2 年目は、パイプ給水施設とポイント給水施設の運営維持管理に使

用する機材が供与された。供与された機材は、郡に引渡しを行い、郡から POs に貸与すること

になっているが、中間レビュー時点では、郡への引渡しの手続きが完了しておらず、WASAC
が管理している。本邦研修は、2016 年に、WASAC RWSS のユニット長 3 名と職員 2 名を派遣

した。参加者は、パイプ給水施設・ポイント給水施設の運営維持管理技術、水質管理、データ

分析、プロジェクト運営管理等を学んだ。ルワンダ側は、プロジェクトに従事する職員を概ね

適切に配置している。郡の WATSAN 専門職員の配置には、時間を要しているが、中間レビュ

ー時点で、モデル郡 4 郡のうち 3 郡に WATSAN 専門職員が配置されている。実施された投入

は、前述した郡への引渡しが完了していない供与機材を除き、適切に活用されている。 
 
（４）インパクト 

プロジェクトで策定している地方給水施設の運営維持管理の実施体制・枠組みが採択されれ

ば、ルワンダ全国で実施される見込みはある。東部県のモデル郡以外の郡では、ガツィボ郡に

おいて、2017 年 5 月に、POs による給水施設の運営維持管理の委託契約が締結された。これは、

WASAC とプロジェクトで策定している運営維持管理の枠組みがモデル郡以外でも次第に採択

されつつあることを示している。WASAC RWSS では、各ユニットで、少なくとも 1 名の職員

が各県の担当に配置されているので、各ユニットの県の担当者が、プロジェクトの結果を他の

県や郡に普及することが可能である。 
プロジェクト目標から上位目標に至るロジックに関しては、上位目標を、指標も含め見直す

必要があると思われる。現行の PDM では、「東部県における稼働状況が改善する」とあるが、

運営維持管理体制が全国で実施されるのであれば、維持管理状況に対する効果は、東部県のみ

に限定されることではない。したがって、指標も含め、上位目標を見直すべきと考えられる。

プロジェクトによる給水施設の運営維持管理体制の構築を通じ、給水状況に正のインパクト

がもたらされることが期待される。プロジェクトの効果に加え、無償資金協力案件との相乗効

果によっても、東部県の給水状況が改善されることが期待できる。 
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予期されていなかったインパクトがいくつか認められる。プロジェクトで実施したベースラ

イン調査を通じ、地方給水の関係者の間でポイント給水の重要性が認識されるようになった。

また、プロジェクトの結果は、現在ルワンダの水・衛生セクターにおいて郡の計画・実施能力

を向上させるためパイロットベースで推進されているディストリクト・ワイド・アプローチの

中で活用されている。プロジェクトで使ったキャパシティ・アセスメントの手法やプロジェク

トで開発した技術支援マニュアルが、同アプローチで活用されることになっている。 
 
（５）持続性 

以下のような理由により、持続性はある程度見込める。 
政策・制度面の持続性は高い。2016 年 12 月に発表されたルワンダの国家給水政策では、実

施体制の強化等を通じて安全な水への完全なアクセスを達成することが謳われている。「ビジ

ョン 2020」でも、安全な水へのアクセスは掲げられている。次期長期計画である「ビジョン

2050」や経済開発貧困削減戦略（EDPRS 3）等の次期計画はまだ準備中であるが、入手できた

関連文書やインタビューによれば、安全な水の持続的供給を強化していく政策は、今後も続く

と考えられる。またプロジェクトで推進する地方給水施設の運営維持管理の実施体制が正式に

採択されることで、運営維持管理の実施体制の定着が期待できる。 
組織面での持続性は比較的高い。WASAC RWSS の計画実施能力は、プロジェクト活動を通

じて向上している。WASAC RWSS が郡を支援し研修を実施する能力も強化されつつある。

WASAC では、最近、村落給水担当の副 CEO が着任した。また、27 名のエンジニアが郡の支援

担当として新たに採用されることになっている。こうした動きにより、WASAC RWSS の組織

能力は一層強化されることになると見込まれる。郡と POs についても、プロジェクトで職員や

スタッフの研修を実施しており、組織能力は向上しつつある。インタビューによれば、WASAC
では、大規模な組織改編は当面は予定されていないということである。 

財政面の持続性は中程度である。WASAC では、経常経費に充当する必要な財源は確保でき

ていると考えられる。2020 年までに安全な水への完全なアクセスを達成するという国家目標の

下、パイプ給水施設とポイント給水施設の新設と修理に必要な予算も、政府予算を通じ郡にあ

る程度は確保されると見込まれる。WASAC RWSS のリソース・モビライゼーション（RM）ユ

ニットは、関係ステークホルダーに働きかけて地方給水の運営維持管理に必要なリソースを獲

得したり、また郡が財源を獲得できるよう支援する使命を持っており、開発パートナーによる

資金協力を含め、RM ユニットで予算確保に積極的に取組むことが期待される。 
現状では、郡には、パイプ給水施設とポイント給水施設の運営維持管理に必要な予算が十分

配分されていないと考えられる。郡では、水関係に特化した水特別会計口座を開設する予定で、

これが活用できるようになると、給水施設の運営維持管理に充当できる予算を適切に管理でき

るようになると期待される。 
技術面での持続性はある程度高い。プロジェクト関係者の能力とコミットメントは、向上し

ている。研修に参加した者は、ハンドポンプの維持管理、水質管理等の技術を習得した。ただ

し、一層の能力強化は今後も必要である。能力強化の仕組みも構築されつつある。WASAC RWSS
の職員の能力強化のための研修プログラムが開発され、WASAC RWSS の職員が郡や POs に対

して研修を行えるようにするための TOT が実施された。また、研修モジュールが開発され、給
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水施設の運営維持管理の関係者に継続的に活用されていく見込みである。こうしたことから、

技術面での持続性が高まっていくものと期待されるが、プロジェクト終了までに、本プロジェ

クトによる組織全体のキャパシティ向上のレベルを測る包括的なアセスメントを実施するこ

とが必要である。 
 
３-３ 効果発現に貢献した要因 
（１） 計画内容に関すること 

・プロジェクトは国家目標である安全な水への完全なアクセス達成と合致しているため、関

係者のコミットメントが高い。 
（２） 実施プロセスに関すること 

・国家ガイドラインやマニュアルの策定プロセスに関係者を十分巻込んでいること。 
 
３-４ 問題点及び問題を惹起した要因 
（１） 計画内容に関すること 

・特にない。 
（２） 実施プロセスに関すること 

・郡の人員・予算のキャパシティがまだ十分でない。現状では、モデル郡のうち、1 郡で

WATSAN 専門職員がまだ着任しておらず、また、郡は給水施設の維持管理のための予算を

十分に有していない。 
・WASAC RWSS の C/P が通常業務に多忙で、プロジェクトに対する意欲は高いものの、十

分活動に参加できないことがある。 
 
３-５ 結論 

プロジェクトは、対象地域のニーズ、日本側・ルワンダ側の政策と合致しており、妥当性は高

い。プロジェクトが順調に進捗すれば、プロジェクト目標の達成が見込まれることから、有効性

は概ね高い。投入と活動は、一部に若干の遅れがあるものの、概ね予定通り実施されており、成

果も発現しつつあることから、効率性は比較的高い。プロジェクトで策定する地方給水施設の運

営維持管理体制が全国で採用されれば、インパクトは期待できるが、上位目標については、指標

を見直すことが適切と言える。持続性はある程度期待できる。政策・制度面、組織面、技術面で

は、持続性は高い、もしくはある程度高いが、財政面での持続性が懸念事項である。 
全体として、プロジェクトはこれまで順調に進捗していると言える。現時点での状況を踏まえ、

プロジェクトの効果をより高めるための以下の提言を行う。 
 
３-６ 提言 

① ポイント給水に関する活動の PDM への記載 
プロジェクトの当初の PDM には、ポイント給水に関する活動と成果の記述はない。しかし

ながら、ベースライン調査でポイント給水施設の深刻な現状が明らかになったこと、WASAC
でもポイント給水施設の運営維持管理の改善にかかる緊急性は認識していること、ポイント給

水施設の運営維持管理に関する実施体制・枠組みはすでにドラフトができており、国家ガイド
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ラインのドラフトにも盛込まれていること、等の状況の下、プロジェクトではフェーズ 2 に入

った 2017 年度から、井戸の運営維持管理に関する座学・実習、ハンドポンプの研修モジュー

ルの作成等の活動を行っている。また、フェーズ 2 の期間に WUC を支援する活動も予定して

いる。プロジェクトにポイント給水施設の運営維持管理に関する活動を含めることは、対象地

域のニーズに合致しており、ルワンダの政策に照らし適切と考えられる。しかしながら、現行

の PDM（Ver.1）では、ポイント給水に関する活動が明示的には記載されていない。このため、

PDM にポイント給水に関する活動を明記する必要がある。また、プロジェクト期間中にめざす

達成レベルとそれを測る指標を、プロジェクトで明確にすることが望ましい。 
 
② パイプ給水施設の運営維持管理にかかる実施体制・枠組みの実践的な運用 

パイプ給水施設の運営維持管理の実施体制・枠組みに関する文書のドラフトはすでに完成さ

れている。これまでプロジェクトでは、この枠組みを運用するためのモジュールやマニュアル

を作成してきた。プロジェクト期間の後半では、これらの文書に基づき、現場レベルでの実際

の運用をさらに進めていくことが期待される。しかしながら、郡における運営維持管理の能力

が低いことは、枠組みを実施していく上での一つの大きな課題になっている。郡レベルでの枠

組みの運用のために、WASAC が郡の能力を強化することを、プロジェクトでより支援してい

くことが望まれる。また、現場レベルでの詳細な規則や手続きを策定することも必要である。

例えば、POs は運営維持管理や給水施設の状況に関する報告書を毎月提出しているが、郡はそ

のデータをどのように管理するかについて明確な規則がない。プロジェクトの支援により、

WASAC RWSS でパイプ給水施設のインベントリーを作成しているが、郡で給水施設に関する

インベントリーの管理やアップデートを行う手順は、今後検討が必要な課題となっている。一

方、WASAC RWSS では、郡の給水サービス管理を支援するため、各郡担当のエンジニアを配

置する予定である。WASAC RWSS は、その業務のモニタリングを行い、これらエンジニアの

業務の重複を避け、かつ効果的に行われるようにすることが必要である。 
 
③ 郡に対する予算確保の支援  

パイプ給水施設の運営維持管理の実践に関する問題のひとつは、郡レベルに十分な予算がな

いことである。現在、郡では、水特別会計口座を開設する準備をしている。郡が水特別会計口

座を開設し給水サービスの財源を適切に活用できるよう、また、郡が給水サービスのために十

分な予算を確保できるよう、プロジェクトと WASAC RWSS の委託契約管理（DM）ユニットで、

さらに支援していかなければならない。 
 
④ PDM の改訂 

上記①に加え、特に目標値が設定されていない指標等いくつかの点につき、PDM（Ver.1）を

改訂する必要がある。合同評価報告書の Annex 10 に添付した PDM 改訂案（Ver.2）は、中間レ

ビュー中に、合同評価チームと日本人専門家、ルワンダ側 C/P で作成した案である。 
 
⑤ 能力開発の継続とキャパシティ・アセスメントの実施 

日常業務に必要なスキル・知識に関し、C/P の能力を確認するため、プロジェクトでは、フ
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ェーズ 2（2016 年 5 月～2018 年 4 月）の初めに（自己評価による）能力アセスメントを実施し

た。自己評価によるものではあったが、このアセスメントの結果から、プロジェクトで必要と

なる研修プログラムを作成するための有益な情報が得られた。今後もこのプログラムに沿って

C/P がさらに能力を強化していくことが期待される。そこで、プロジェクトのフェーズ 3（2018
年 5 月から）の開始前までに、プロジェクトでキャパシティ・アセスメントを行い、能力向上

の度合いと研修の効果を確認し、必要な場合は研修プログラムを改訂することを提言する。

2019 年 6 月頃を予定している終了時評価の前に、能力評価を行うことも必要である。さらに、

プロジェクトでは、主観的（自己）評価のみならず、客観的評価を行うことが望ましい。例え

ば、ユニット長や JICA 専門家が職員の評価や面接をし、能力向上レベルを改めて確認するな

どである。WASAC RWSS でも、このキャパシティ・ディベロップメントの経験を活用して組

織的能力の開発計画を作成し、それを WASAC の年間アクションプランに含めることが期待さ

れる。 
 

⑥ JICA の無償資金協力「第三次地方給水計画」との協力 
JICA の無償資金協力「第三次地方給水計画」によるカヨンザ、ンゴマ、ガツィボの 3 郡での

パイプ給水施設の建設はほぼ完了しており、2017 年 7 月から、郡と POs に対する運営維持管理

に関する技術研修（ソフトコンポーネント）が開始される予定である。このソフトコンポーネ

ントに関し、プロジェクトは「第三次地方給水計画」事業と協力し、プロジェクトで作成した

パイプ給水施設の運営維持管理の実施体制に関するドラフトや研修モジュール、マニュアル等

を参照するよう協力することを推奨する。「第三次地方給水計画」で建設した施設が運用を開

始した後は、プロジェクトの協力の下、パイプ給水施設の運営維持管理実施体制に基づき、郡

が運営維持管理状況をモニタリングすることが期待される。 
 

⑦ プロジェクト活動への継続的協力 
C/P は、JICA のプロジェクトの能力強化という概念を理解しつつあり、専門家と C/P のチー

ムは、より緊密に協力するようになっている。この協力によって、研修モジュールやマニュア

ル、国家ガイドラインの策定や研修の実施等の具体的成果が見られるようになった。しかしな

がら、郡向け技術支援マニュアルや新しい研修モジュール作成等の活動は、当初予定より若干

遅れている。この要因のひとつは、C/P が多くの業務を抱えており、プロジェクト活動に十分

な時間を割けないことにあると考えられる。この状況は理解できるものであるが、C/P が専門

家との活動により関与できるようになることが望ましい。 
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Summary of Mid-Term Review 
I. Outline of the Project 
Country：Rwanda Project Title： Project for Strengthening Operation and 

Maintenance of Rural Water Supply Systems in Rwanda 
(RWASOM)

Sector：Water Resources Management Cooperation Scheme：Technical Cooperation Project 
Department in Charge：Global Environment 
Department 

Cooperation Amount（At the time of evaluation）: 
Approximately 240 million yen (1US$=¥111.3 as of 
June, 2017, JICA official rate)

Cooperation Duration： 
April 2015 – December 2019 

Counterpart Organizations： 
Water and Sanitation Corporation (WASAC) , Rural 
Water and Sanitation Services (RWSS)* 
* Rural Water Services (RWS) in PDM elaborated at the 
Detailed Planning Survey
Relevant Japanese Organizations： 
KOKUSAI KOGYO Co., Ltd.
Relevant Assistances： 
Project for Rural Water Supply Phase III (2015-2017)

1-1 Background and Outline of the Project 
The Government of Rwanda developed the mid- to long-term national development programme 
“VISION 2020” and set the target of full coverage of safe water supply to the people by 2020. The rate 
of access to safe water is estimated at 72.4% as of 2011 (The Third Integrated Household Living 
Conditions Survey (EICV3) 2010/11). However, the actual rate of access to safe water is considered to 
be much less than the statistical data because only 60 % of the total number of water supply systems are 
functioning (as of 2012). One of the reasons for the low rate of functioning is the weakness of the 
framework for the operation and maintenance (O&M). The Government of Rwanda established the 
Water and Sanitation Corporation (WASAC) and the Rural Water and Sanitation Services Department 
of WASAC (WASAC RWSS) has been responsible for rural water supply since 2015.  
Japan International Cooperation Agency (JICA) supported the implementation of the technical 
cooperation project from 2007 to 2011 in four districts of the Eastern Province, where access to safe 
water was very low, to improve the capacity of O&M of Water Service Providers (WSPs) engaged in 
O&M of water supply systems through delegated contract by districts. However, the O&M framework, 
standards, guidelines, manuals, etc., have not yet been fully developed at the national level. Thus, in 
order to improve the situation, it is necessary to establish and reinforce the system concerning the 
technical, organizational and institutional aspects to develop the capacity of WSPs and districts through 
WASAC RWSS. 
Taking the situation above into consideration, the Government of Rwanda requested the assistance for 
technical cooperation to the Government of Japan in order to develop the capacity of O&M of rural
water supply systems. Based on the request, JICA supports the technical cooperation project “Project 
for Strengthening Operation and Maintenance of Rural Water Supply Systems in Rwanda” (the Project) 
with the planned period from April 2015 to December 2019. As two years have passed since the start of 
the Project, the Mid-term review was conducted. 
 
1-2 Contents of Cooperation 
The Project is implemented to establish sustainable framework for the operation and maintenance of 
rural water supply systems in Rwanda, through development of effective and sustainable institutional 
framework for the operation and maintenance of rural water supply systems, development of national 
guidelines and manuals necessary for operation and maintenance of rural water supply systems,
capacity development of WASAC RUWS to support the Districts, and effective testing of proposed 
operation and maintenance framework in 4 model Districts in Eastern Province, and thus, to contribute 
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to sustainable framework for the operation and maintenance of rural water supply systems in Rwanda 
and to improved operational conditions of rural water supply systems in all Districts of the Eastern 
Province. 
(1) Overall Goal: Sustainable framework for the operation and maintenance of rural water supply 

systems in Rwanda has become common and operational conditions of rural water supply systems 
in all Districts of the Eastern Province are improved. 

(2) Project Purpose: Sustainable framework for the operation and maintenance of rural water supply 
systems in Rwanda is established. 

(3) Outputs： 
Output 1: Effective and sustainable institutional framework for the operation and maintenance of 

rural water supply systems is developed. 
Output 2: National guidelines and manuals necessary for operation and maintenance of rural 

water supply systems are developed. 
Output 3: The capacity of WASAC-RWS to support the Districts in their operation and 

maintenance of rural water supply systems is developed. 
Output 4: The proposed operation and maintenance framework, tested in 4 model districts from 

Eastern Province, is found to be effective. 
(4) Inputs 
   Japanese side: Total cost approximately 240 million yen  

Equipment: 13.0 million yen 
Long-term Expert: 0; Short-term Expert: 7 (63.72 MM) 
Trainees received: 5; Local Cost: 281 million yen          (as of 30 June 2017) 
 

   Rwandan side 
Counterpart: 21 (cumulative total since the beginning of the Project);  
Office space for the Project: Project office           
Cost for project: Utility cost for the project office, materials necessary for project activities

II. Evaluation Team 
Members of Evaluation 
Team 

Japanese side 
1. Mr. Akihiro MIYAZAKI Director, Water Resources Team 2,  

Water Resources Group,  
Global Environment Department, JICA 

2. Mr. Takashi KAJI Deputy Director, Water Resources Team 2, 
Water Resources Group,  
Global Environment Department, JICA 

3. Mr. Toshio MURAKAMI In-house Consultant,  
Global Environment Department, JICA  

4. Ms. Erika TANAKA Senior Researcher, Global Link 
Management, Inc. 

 
Rwandan side 
1. Mr. Jacques NSENGIYUMVA Technical Advisor of Chief Executive 

   Officer 
2. Mr. Felix GATANAZI Customer Service Manager 
3. Mr. Jean Bosco BAZAKARE Internal Auditor 
4. Mr. Patrick SHARANGABO Public Relation Specialist

Period of Evaluation 12 June 2017 – 28 June 2017 Type of Evaluation：Mid-term review
III. Evaluation 
3-1 Project Performance 
(1) Project Purpose 
Project Purpose: Sustainable framework for the operation and maintenance of rural water supply 

systems in Rwanda is established. 
(Indicator) 
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1) Institutional framework for the operation and maintenance of rural water supply systems is 
authorized by WASAC. 
2) National guidelines and manuals developed in Output 2 are authorized by WASAC. 
3) WASAC RWS’s training programmes and technical support manuals for the Districts are 
authorized by WASAC.  
4) WASAC RWS’s annual action plan (including capacity development plan) is implemented. 
(Achievement) 
At the time of the Mid-term review, the drafts of the national guidelines and manuals are developed and 
being reviewed among relevant stakeholders. It is expected that the drafts will be approved by the end 
of the Project. 
1) Institutional framework for operation and maintenance of rural water supply systems is already 

drafted. The drafted institutional framework is planned to be approved as a part of the national 
guidelines in the authorization process related to the Indicator 2. 

2) Developed drafts of the national guidelines and manuals are currently being reviewed among 
stakeholders at the Sector Working group (SWG). National guidelines and manuals are planned to 
be adopted through approval by SWG. The Project is planning to revise the current national 
guideline and manuals and get approval of SWG by the end of the project period. According to the 
interview during the Mid-term review, the national guidelines and manuals are highly evaluated 
among relevant stakeholders including other development partners. 

3) The training programmes for WASAC RWSS staff were developed in 2016.  
The draft of the Technical Support Manual for Rural Water Supply Project is being prepared by 
counterparts (C/Ps) and experts. The manuals are planned to be revised and will be presented from 
Thematic Working Group (TWG) and then to SWG, together with other documents related to O&M 
of water supply systems, to get approval of SWG.  
The approval of the institutional framework will be provided by SWG, not WASAC, therefore, the 
Indicators (1, 2, 3) should be modified. 

4) The annual action plan of WASAC RWSS is developed, including the capacity development plan of 
the Project, and already implemented by WASAC RWSS.  
 

(2) Output 
The planned Outputs are being produced. The Outputs are expected to be achieved by the end of the 
Project, however, some of Indicators should be reviewed and the target of some Indicators should be 
defined. 
Output 1: Effective and sustainable institutional framework for the operation and maintenance of 

rural water supply systems is developed. 
(Indicator) 
1-1) Institutional framework is drafted. 
1-2) Institutional framework is validated by the SWG. 
(Achievement) 
1-1) The institutional framework is drafted and agreed.  

Information on institutional framework for the operation and maintenance of rural water supply 
systems has been collected. Based on the results of the baseline survey, problems and issues on the 
current framework have been clarified. At the beginning of the Project, the institutional framework 
for the operation and maintenance of rural water supply systems was being already established, for 
example, the framework where operation and maintenance by private operators (POs) (‘POs’ 
means WSPs that have an official contract with a district for O&M for rural water supply systems) 
contracted by delegation was already started. The Project is trying to further elaborate and 
strengthen the institutional framework, taking into account issues such as operation and 
maintenance. 

1-2) The institutional framework is now being discussed at TWG under SWG. The draft of institutional 
framework is planned to be incorporated into the national guidelines to be developed in Outputs 2 
and approved through validation at WATSAN (water and sanitation) TWG.  
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Output 2: National guidelines and manuals necessary for operation and maintenance of rural 
water supply systems are developed. 
(Indicator) 
2-1) Necessary national guidelines and manuals are drafted. 
2-2) Necessary national guidelines and manuals are validated by the SWG. 
(Achievement) 
2-1) The draft of national guidelines and manuals are already drafted and reviewed. National 
Guidelines for Sustainable Rural Water Supply Services (draft version 2) necessary for operation and 
maintenance of rural water systems has been completed. The current draft of the national guidelines 
describes O&M of both piped water supply systems and point water sources, including water quality 
control. The existing six training modules developed by the supporting project for FEPEAR (Forum 
des Exploitants Privés pour l’Eau et l’Assainissement en milieu Rural) funded by European Union 
(EU) were reviewed and, through revising and consolidating of the existing modules, new training 
modules (zero draft and first edition) were developed. 
2-2) The drafts of national guidelines and manuals are developed and currently under the process of 
validation. The drafts of the national guidelines, model tender documents, and model contract 
documents were presented to TWG held in March and June 2017 and relevant stakeholders provided 
comments on them. They are going to be submitted to the SWG and validated before long.  
 
Output 3: The capacity of WASAC-RWS to support the Districts in their operation and 
maintenance of rural water supply systems is developed. 
(Indicator) 
3-1) XX staffs from WASAC RWS received training. 
3-2) Technical support manuals for Districts are utilized appropriately for the District’s training by 

WASAC RWS. 
(Achievement) 
3-1) The target of this Indicator has not been defined. Training programme to strengthen staff at 

WASAC RWSS has been developed and, based on the programmes, all the staff at WASAC RWSS 
have been trained. The training of trainers (TOT) for the heads and officers of the four Units of 
WASAC RWSS was conducted and they improved the capacity as a trainer.  
To assess the level of baseline capacity, the project conducted evaluation for each Unit, mainly 
based on self-evaluation. One of the evaluations is the assessment of technical skill. In this 
assessment, a set of skills necessary for each unit were selected, for example, water quality control, 
data management, and O&M planning, among others. Then each staff, including unit heads, made 
evaluation on each skill by self-assessment. Based on the evaluation, the Project prepared the 
capacity development plan, and conducted training based on it. The other evaluation is soft skill 
such as interpersonal skill and processing ability, also based on self-assessment. 

3-2) The draft of the Technical Support Manual for Rural Water Supply Project is being prepared by 
C/Ps and experts. The technical support manual for rural water supply is planned to be utilized in 
activities related to Output 4. 

Although the technical support manuals are not utilized yet, the staff at WASAC RWSS provided 
training to district officers and POs, together with Japanese experts. District officers commented 
that they improved skills of water quality control and borehole repair through the training provided 
by the Project. The Project is planning to conduct training for Water Users Committee (WUC). The 
selection of target sites for the training (55 sites) of WUCs is being prepared. 

 
Output 4: The proposed operation and maintenance framework, tested in 4 model districts from 
Eastern Province, is found to be effective. 
(Indicator) 
4-1. Model districts conduct the operation and maintenance of their water supply systems in accordance 

with the guidelines and manuals. 
4-2. Operation of water supply systems in the model districts are improved.  
(Achievement) 
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4-1) Model Districts started conducting operation and maintenance of water supply systems based on 
the guidelines and manuals developed. The draft of the national guidelines and manuals on the 
institutional framework of O&M of water supply systems has been developed, however, actual 
operation and maintenance based on the national guidelines and manuals have just started and 
should be improved more. Through implementation on the field level, the Project is planning to 
identify detailed procedures and issues.  
Through the baseline survey, the O&M conditions of point water sources are identified as poor, and 
the activities on point water sources have been introduced in the Project. In addition, action plan to 
address the issues identified though the baseline survey was formulated. Based on the action plan, 
activities such as installation of water meters and chlorination unit at the pilot sites, and training 
for 55 WUCs are planned to be implemented in the latter half of the project period. 

4-2) The level of achievement of this Indicator cannot be precisely evaluated as the target of the 
Indicator is not specified. It may be necessary to re-examine this indicator and set the target. 
Currently, the capacity of district officers and PO staff in terms of operation of water supply 
systems is being improved through training provided by the Project, according to the interviews.  

 
3-2 Summary of Evaluation Results 
(1) Relevance 
Relevance is high. 
The needs to improve access to water is high in the target (model) Districts. In the model Districts, 
operation and maintenance of water supply systems is not appropriately conducted. The rural water 
supply coverage (rate of rural households within 500m of an improved water source) in the fiscal year 
2015/16 is 79% (National Water Supply Policy Implementation Strategy, December 2016).  
The Project is consistent with the Rwandan water supply policy. In the National Water Supply Policy in 
Rwanda, one Policy objectives out of five is to strengthen water sector’s institutional and 
capacity-building framework. In VISION 2020, the long-term national development plan, it is 
described that 100% access should be achieved by 2020.  
The Project is also consistent with Japanese ODA policy toward Rwanda. In Japanese rolling plan for 
Rwanda, the overall policy is to promote sustainable growth (evolvement toward middle income 
country). Under this policy, four objectives are listed; development of economic infrastructure, 
development of agriculture, improvement of social services, and human resources development to 
support growth. Improvement of safe water is included in the objective of social services improvement.
The Project is appropriately designed, incorporating necessary components to improve O&M of rural 
water supply systems, such as establishment of institutional framework and capacity development. The 
Project was targeted for improvement of piped water supply systems only, but based on the results of 
the baseline survey in February 2016, activities for point water sources and support to WUC were 
included in the project activities.  
 
(2) Effectiveness  
Effectiveness is high in general. 
The Project Purpose is likely to be achieved if the Project is smoothly implemented during the 
remaining project period. The documents on institutional framework developed by the Project are 
planned to be approved at SWG chaired by the Ministry of Infrastructure (MININFRA). 
As to activities on point water sources that are additionally included, it is necessary to clarify several 
issues. There is an existing framework for O&M of point water sources, however, the role of Districts, 
POs and WUC are not defined clearly enough, for example. Therefore, establishing a framework for 
O&M of point water sources may take considerable time, affecting the whole process to achieve the 
Project Purpose. 
The logic from Output to the Project Purpose is appropriate. Necessary Outputs are designed to achieve 
the Project Purpose. There is not a serious influence of important assumption to achieve the Project 
Purpose, i.e., turnover of personnel of WASAC RWS and the model Districts. Turnover of personnel 
took place at WASAC as well as at District level, but not frequently.  
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(3) Efficiency 
Efficiency is relatively high. 
Outputs are being produced as expected at the time of the Mid-term review. In addition to Outputs 
presented in Indicators in PDM, several outputs are produced. First, the results of the baseline survey 
are utilized at WASAC for their daily works. Next, mapping and inventory data on water supply 
systems are developed. In addition, thorough experiences of these activities, the method of survey and 
analysis has been accumulated at WASAC.  
The logic from Input to Output is appropriate in general. Sufficient inputs are planned to conduct 
activities, and activities necessary to produce Outputs are designed.  
Planned activities are being implemented almost as planned. There is a slight delay in conducting 
training for Districts and POs but the training already conducted is highly appreciated by the 
participants, according to the interview. It took a longer time than planned to complete the baseline 
survey, however, the results of the baseline survey are fully utilized. As to the additional activities for 
point water sources, the details are still under discussion. All the planned activities are expected to be 
completed by the end of the project period.  
Inputs are adequately implemented so far in general. Japanese experts with appropriate expertise are 
dispatched based on Plan of Operation (PO). Equipment was supplied based on the discussion and 
agreement between Unit heads and Japanese experts. In the first year of the Project, two vehicles were 
provided to WASAC and utilized for O&M and supervision. In the second year, equipment for O&M of 
piped water supply systems and point water sources was provided. It is planned that the supplied 
equipment will be handed over to the model Districts and the Districts lend the equipment to POs. The 
procedure to handover the equipment to the District is still under process at the time of the Mid-term 
review and it is currently placed under administration of WASAC. Training in Japan was conducted for 
three Unit heads and two officers at WASAC RWSS in 2016. According to the interview, the 
participants learned technique and method such as O&M of piped water supply systems and point water 
sources, water quality control, data analysis, and project management. Rwandan side allocated 
personnel engaged in the Project appropriately in general. It has been taking more time to allocate 
WATSAN officer at Districts. At the time of the Mid-term review, three model Districts out of four have 
assigned their WATSAN officers. All the inputs implemented so far have been utilized except for a part 
of O&M equipment above mentioned.  
 
(4) Impact 
It is likely that the institutional framework for the operation and maintenance of water supply systems 
will be implemented in Rwanda if the institutional framework proposed by the Project is adopted. 
Among Districts other than model Districts, for instance, in Gatzimos, the contract with PO was 
concluded in May 2017. This means that the institutional framework developed by WASAC and the 
Project is being gradually adopted. At WASAC RWSS, at least one officer is allocated to each Province 
at every unit. The person in charge in each Province at each unit will be able to expand the results of the 
Project to other Districts and Provinces.  
As to the logic from the Project Purpose to the Overall Goal, it may be necessary to review its logic, 
including the Indicators. In the current PDM, it is described that operational conditions of rural water 
supply systems are improved in all Districts of the Eastern Province. If the framework is implemented 
nationwide, however, the achievements of effects on operational conditions of rural water supply 
systems are not necessarily limited only to Eastern Province. Thus, it will be necessary to revise the 
Overall Goal, together with Indicators. 
Several unexpected positive impacts are also observed. Through the baseline survey conducted by the 
Project, the importance of point water sources was recognized among those involved in rural water 
supply. Furthermore, the results of the Project are utilized in District-wide approach, which is 
implemented to strengthen planning at district level in five Districts on a pilot basis. In District-wide 
approach, capacity assessment method used in the Project is utilized as well as the Technical Support 
Manual developed by the Project is planned to be done.  
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(5) Sustainability 
Sustainability is expected to some extent at the time of the Mid-term review. 
Sustainability in policy aspect is high. The Rwandan National Water Supply, released in December 
2016, describes the target of full access of safe water as strengthening institutional framework. Also 
“VISION 2020” presents the target of full access of safe water. The strategic papers after 2020 are now 
under preparation. It is likely that the policy to improve and further strengthen water supply will 
continue, according to the preliminary information currently available with regard to VISION 2050 and 
the Economic Development and Poverty Reduction Strategy (EDPRS 3) as well as the interviews 
during the Mid-term review. If the institutional framework promoted by the Project is officially 
adopted, it is expected that the framework be common.  
Organizational sustainability is relatively high. The organizational capacity of WASAC RWSS in 
planning and implementation is improving through project activities. The capacity of WASAC RWSS to 
support Districts and to conduct training is also being strengthened. Recently deputy Chief Executive 
Officer (CEO) in charge of rural water supply is appointed to WASAC and 27 engineers in charge of 
supporting District are planned to be newly recruited. This will further strengthen the organizational 
capacity of WASAC RWSS. The organizational capacity of Districts and POs is also improving, with 
staff trained by the Project. A large-scale organizational reform is not expected at WASAC at the time 
of the Mid-term review, according to the interview. 
Financial sustainability is medium. It is considered that WASAC has sufficient financial resources for 
current expenditures. With the government policy to achieve 100% of access to safe water, it is 
expected that budget necessary for investment and rehabilitation of piped water supply systems and 
point water sources is secured by Districts through the government to some extent. Resource 
Mobilization (RM) Unit at WASAC RWSS has mandate to mobilize stakeholders to acquire resources 
necessary for the implementation of rural water supply systems and point water sources, and also to 
support the fund mobilization for the Districts. Therefore, it is expected that RM Unit be actively 
involved in obtaining budgets including those from development partners.  
It seems that Districts are not allocated sufficient budget to operate and maintain water supply systems 
and point water sources. When the planned Special Water Account, which is earmarked for water 
supply facilities, becomes available, it is expected that the budget for operation and maintenance of 
water supply systems and point water sources will be managed more appropriately.  
Technical sustainability is high to some extent. The capacity and commitment of those involved in the 
Project have been improving. Those who participated in the training utilize the skills acquired during 
the training, for example, skills for O&M of hand pump and water quality control. However, continuous 
training is still required. The system of capacity development is being gradually established through the 
project activities. Training programme to strengthen staff at WASAC RWSS has been developed and 
TOT was conducted for WASAC RWSS staff to be trainer for Districts and POs. The training modules 
are developed by the Project and they are likely to be utilized among those involved in O&M of water 
supply facilities continuously. Through these activities, it is expected that the technical sustainability 
will be enhanced. On the other hand, it is recommended to conduct comprehensive capacity assessment 
for identifying improvement of organizational capacity before the end of the Project. 
 
3-3 Factors Promoting Better Sustainability and Impact 
(1) Factors Concerning to Planning 
- The commitment of the project stakeholders is high because the Project is consistent with the 

national target, that is, full access to safe water. 
 

(2) Factors Concerning to Implementation Process 
- Relevant stakeholders are actively involved in the process of formulating the national guidelines 

and manuals. 
 

3-4 Factors Inhibiting Better Sustainability and Impact 
(1) Factors Concerning to Planning 
- Nothing special.  
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(2) Factors Concerning to Implementation Process 
- The capacity of districts is not sufficient yet in terms of human resources and budget. Currently 

WATSAN officer is not allocated in one of four model districts. Districts do not have enough 
budget necessary for O&M of water supply systems. 

- The C/Ps are busy with their regular duties at WASAC RWSS and sometimes they are not fully 
engaged in the Project in spite of their high commitment. 

 
3-5 Conclusion 
Relevance is high in terms of needs as well as policy on both Rwandan and Japanese sides. If the 
Project is smoothly implemented, the Project Purpose is expected to be achieved, therefore, 
effectiveness is high in general. Inputs and activities are being implemented almost as planned, 
although with some delay, and Outputs are being gradually achieved. Therefore, efficiency is relatively 
high. If the institutional framework developed by the Project is adopted nationwide, impact can be 
expected but it may be necessary to review Indicators. Sustainability is expected to some extent. While 
sustainability is high or relatively high in policy/institutional, organizational, and technical aspects, 
sustainability in financial aspect is a concern. 
In general, the Project is being implemented smoothly so far. To cope with the current environment and 
enhance the effects of the Project, some measures are recommended to be taken below. 
 
3-6 Recommendations 
(1) To include the activities for point water sources into the PDM 

The original project design did not include any outputs and activities for the point water sources. 
However, the serious conditions about the existing point water sources were identified in the 
baseline survey. WASAC has also realized urgency for improvement of O&M on the point water 
sources. The O&M framework for point water sources has been drafted already, and the draft 
national guidelines cover the framework. Under the circumstances, the Project has been 
implementing the activities such as the indoor and outdoor trainings about O&M of boreholes, 
development of the training module for hand pumps, etc. since 2017/18 in Phase 2. The Project 
plans to conduct activities for facilitating WUCs at the point water sources in Phase 2, too. It is 
considered that the inclusion of the activities for the improvement of O&M on the point water 
sources into the Project matches the needs in the project area. It is relevant to the Rwandan policies 
too. However, the current PDM ver.1 does not contain activities for the point water sources clearly. 
Thus, it is recommended that the activities would be included in the PDM more clearly. It is also 
recommended that achievements the Project aims during the project period, and indicators to 
evaluate the achievements would be clarified in the Project. 

(2) To promote practical operation of draft framework for O&M of piped water supply systems in the 
field 
The framework for O&M of piped water supply systems has been drafted already. The Project has 
drafted modules and manuals to implement the framework so far. In the latter half of the project 
period, the Project is expected to promote practical operation at the field level more. 
Low capacity on O&M in the districts brings one of the critical issues in the implementation of the 
framework. It is recommended that the Project would facilitate WASAC to enhance Districts’ 
capacities more for the operation of the framework at the district level. In addition, detail 
rules/procedures need to be developed at the field level. For example, although POs monthly submit 
data about their operation and systems, the Districts do not have a clear management rule about 
those data. The inventories of piped water supply systems are being prepared by WASAC RWSS 
supported by the Project. However, a procedure for the Districts to manage/update the inventories 
of water facilities remains an issue which needs to be solved. On the other hand, WASAC RWSS 
plans to deploy its engineer at each District to support the Districts in management of water supply 
services. WASAC RWSS needs to monitor their works to ensure effectiveness of the 
implementation system with the engineers while avoiding overlapping of their works.  
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(3) To support district to allocate budget  
The lack of sufficient budget at the District level is one of the most critical concerns in operating 
the framework for O&M of piped water supply systems. Currently, the Districts plan to open the 
Special Water Account which is used for their water services exclusively. The Project and 
Delegated Management Services (DM) and RM Units at WASAC RWSS should enhance support 
for the Districts to open the Special Water Account and mobilize fund for their water supply 
services. 

(4) To revise the PDM 
In addition to the recommendations mentioned in (1), it is recommended that the PDM ver.1 would 
be revised especially because some indicators are still blank. Annex 10 in the Joint Monitoring 
Report shows the draft Project Design Matrix ver.2 prepared based on the discussions among the 
Mid-term review Team, JICA Expert Team, and Rwanda side during the Mid-term review. 

(5) To continue capacity development and conduct capacity assessment 
Regarding the necessary skills/knowledge in daily works, the Project conducted the capacity 
assessment (self-assessment) to identify the capacities of C/Ps at the beginning of Phase 2 in 2016. 
Though it was the self-assessment, the results gave the Project the useful information to develop the 
effective training programs. Based on the analysis of the Mid-term review, it can be considered that 
the training programs contribute to strengthen the capacities of C/Ps. It is expected that the C/Ps 
could improve their capacity more through the Project. It is strongly recommended that the Project 
would conduct the capacity assessment before Phase 3 from May 2018 to identify their 
improvement and the effectiveness of training, and if needed, revise the training programs. The 
capacity assessment before the terminal evaluation around June 2019 is also necessary. Besides, it 
is recommended that the Project would conduct not only subjective (self) assessment but also 
objective assessment in which, for instance, a unit head and/or JICA expert assesses/interviews 
their staffs to grasp better insight about the improved capacities. WASAC RWSS, supported by the 
Project, is also recommended to utilize this experience in its organizational capacity development 
plan which needs to be included in the WASAC’s annual action plan. 

(6) To cooperate with JICA’s ‘Project for Rural Water Supply (Phase 3)’ 
JICA’s ‘the Project for Rural Water Supply (Phase 3)’ has almost finished construction of piped 
water supply systems in Kayonza, Ngoma, and Gatsibo District. Its soft component program, i.e. 
training about O&M skills for the systems targeting POs and districts, will start around July 2017. 
The Project is recommended to cooperate with the Project for Rural Water Supply (Phase 3) for the 
soft component program to refer to the draft framework for O&M of piped water supply systems, 
the modules and manuals developed by the Project. After the systems constructed by the Project for 
Rural Water Supply (Phase 3) start their operation, with the support by the Project, the districts are 
expected to monitor their O&M conditions through the framework for O&M of piped water supply 
systems. 

(7) To implement continuous collaboration in the project activities  
C/Ps have begun to understand the concept of JICA’s capacity development projects. The C/Ps and 
JICA Expert Team have become to work more closely. Thanks to their co-working, the Project has 
started to create concrete outputs, e.g. training modules, manuals, national guidelines, conducting 
trainings, etc. However, some activities, such as the preparation of Technical Support Manuals for 
Districts, new training modules, etc., are behind the schedule. One of the reasons on this delay 
seems that the C/Ps have many other tasks so that they cannot spare enough time for the project 
activities. This situation is understandable, but it is recommended that the counterpart staffs would 
contribute more to project activities with Japanese experts. 
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第１章 評価の概要 

１－１ 評価の背景 

ルワンダ政府は、中長期的な国家開発計画「ビジョン 2020」を策定し、2020 年までに全国民

に安全な水を提供することを目標に掲げている。ルワンダの地方における給水率は 2011 年時点で

72.4%（生活実態総合調査（The Third Integrated Household Living Conditions Survey: EICV3) 2010/11）
だが、給水施設の稼働率は 6 割弱（2012 年）であるため、実際のアクセス率はさらに低いと考え

られており、目標の達成のためには稼働率の改善が課題となっている。 

地方における給水施設の稼働率が低い理由の一つとして、運営維持管理（Operation & 
Maintenance: O&M）体制の脆弱さが挙げられている。地方の給水施設は、郡が建設し、その維持

管理については給水事業体（Water Service Providers: WSPs）が郡から委託を受け責任を持つ。し

かしながら、WSPs の多くは技術能力が低く、料金徴収も十分にできておらず、また郡の予算や

技術能力も十分でないため、ポンプ等がいったん故障すると修理できずに放置されるケースが多

い。 

こうした中でルワンダ政府は、地方における給水事業を強化すべく、水衛生公社（Water and 
Sanitation Corporation: WASAC）を新設し、2015 年から地方給水は WASAC の地方給水・衛生局

（Rural Water and Sanitation Services: RWSS）が管轄することとなった。このように、給水施設の

運営維持管理の改善に向けた体制の大枠は整ってきているものの、WASAC RWSS が果たすべき

役割の整理や組織体制の整備、職員の能力強化等が依然として課題になっている。 

国際協力機構（Japan International Cooperation Agency: JICA）は、特に給水率の低いルワンダ東

部県における 4 郡を対象に、WSPs の給水施設維持管理能力の向上を目的とした技術協力プロジ

ェクト「イミドゥグドゥ水・衛生改善計画」1を 2007 年から 20011 年にかけて実施した。しかし、

地方給水施設の運営維持管理に関する国としての制度や基準、ガイドライン、マニュアル等が整

備されておらず、協力成果が他の郡や WSPs に波及していないのが現状である。この状況を改善

するためには、WASAC RWSS から郡を通じて WSPs の能力強化を図る体制を、組織と技術、制

度面から整備し、強化する必要がある。 

かかる状況を踏まえ、ルワンダ政府は、地方給水施設の運営維持管理に関する能力強化を目的

とした技術協力プロジェクトを我が国に要請した2。これを受けて JICA は、2015 年 4 月から 2019
年 12 月まで、WASAC をカウンターパート（Counterpart :C/P）機関として、技術協力プロジェク

ト「ルワンダ地方給水施設運営維持管理強化プロジェクト（Project for Strengthening Operation and 
Maintenance of Rural Water Supply Systems in Rwanda: RWASOM）を実施中である。プロジェクト開

始から 2 年余りが経過した時点で、中間レビューを実施した。 

                                                        
1 PURA-SANI という略称で呼ばれている。 
2 本件は、2012 年 7 月から 8 月にかけて詳細計画策定調査を実施した。当時は、都市給水セクターの政策実施・監督機関で

あるエネルギー・水・衛生機構（Energy Water and Sanitation Authority: EWSA）に郡をサポートするユニット（District Support 
Unit: DSU）が新設され、EWSA DSU を C/P としてプロジェクトを実施することを想定していた。その後、組織改編により、

エネルギー部門と分離され、WASAC となり、地方給水は、RWSS が担当することとなった。 
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１－２ 評価の目的 

評価の目的は以下の通りである。 

(1) プロジェクトの投入と活動を確認する。 
(2) 評価 5 項目の観点から、プロジェクトの実績を評価する。 
(3) プロジェクトの進捗をとりまとめる。 
(4) プロジェクトに対する提言を導出する。 

１－３ プロジェクトの概要 

プロジェクトの概要を以下に示す。詳細は、添付資料 1 の合同評価報告書 Annex 1 のプロジェ

クト・デザイン・マトリックス（Project Design Matrix: PDM）を参照されたい。プロジェクトは、

2015 年 4 月に改訂された PDM 第 1 版に基づき実施されている。 

プロジェクトの要約 

上位目標 ルワンダの地方給水の運営維持管理体制が定着するとともに、東部県全郡における

地方給水施設3の稼働状況が改善される。 

プ ロ ジ ェ

クト目標 
ルワンダの地方給水の持続可能な運営維持管理体制が構築される。 

成果 1. 地方給水施設の運営維持管理のための効果的で持続可能な実施体制・枠組みが提

案される。 

2. 地方給水施設の運営維持管理に必要な国家ガイドライン・マニュアル等が整備さ

れる。 

3. WASAC RWS4職員の郡のサポートに必要な地方給水施設運営維持管理に関する

能力が強化される。 

4. 東部県のモデル 4 郡5において、提案された運営維持管理体制の有効性が実証され

る。 
 

プロジェクト期間は、2015 年 4 月から 2019 年 12 月までである。以下の 3 フェーズで実施され

ている。 

 フェーズ 1: 2015 年 4 月～2016 年 4 月 
 フェーズ 2: 2016 年 5 月～2018 年 4 月 
 フェーズ 3: 2018 年 5 月～2019 年 12 月 

１－４ 中間レビュー調査団員 

本中間レビューは、ルワンダ側、日本側の合同評価チームとして実施された。メンバーは以下

の通りである。 

                                                        
3 本 PDM では、「地方給水施設（rural water supply systems）」とは、パイプ給水（piped water supply systems）を指す。 
4 現在は、RWSS であるが、PDM では、RWS と記載されている。 
5 ルワンダ国は、首都キガリ市を含むキガリ県と、東部、北部、西部、南部の 4 つの県（Province）からなる。東部県は 7 つ

の郡（District）があり、うち、ルワマガナ、ンゴマ、キレヘ、カヨンザの 4 郡が、プロジェクトのモデル郡となっている。 
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  (1) ルワンダ側 

Mr. Jacques NSENGIYUMVA CEO 技術顧問 

Mr. Felix GATANAZI カスタマー・サービス・マネージャー 

Mr. Jean Bosco BAZAKARE 内部監査官 

Mr. Patrick SHARANGABO 広報スペシャリスト 

  (2) 日本側 

宮崎 明博 団長 JICA 地球環境部水資源グループ 
水資源第二チーム課長 

加治 貴 案件管理 JICA 地球環境部水資源グループ 
水資源第二チーム主任調査役 

村上 敏雄 地方給水 JICA 地球環境部インハウスコンサルタント 

田中 恵理香 評価分析 グローバルリンクマネージメント株式会社 シニア研究員

１－５ 調査の日程 

中間レビューは、2017 年 6 月 12 日から 6 月 28 日の日程で実施された。スケジュールの詳細は、

合同評価報告書の Annex 3 を参照。 

１－６ 主な面談者 

主要面談者のリストは、合同評価報告書の Annex 4 を参照。 

１－７ 評価の手法 

評価は、前述の PDM（Ver.1）と合同評価報告書 Annex 2 の実施計画（Plan of Operation: PO）に

基づき実施した。 

評価においては、以下の点を検証する。 

(1) PDM の指標の達成度 
(2) プロジェクト実施プロセス 
(3) 評価 5 項目による評価 

 

評価 5 項目の定義は以下の通りである。 

評価項目 定義 
妥当性 プロジェクト目標・上位目標の妥当性、ルワンダ政府の政策・日本政府の援助

方針との整合性、受益者のニーズとの整合性及びプロジェクトデザインの妥当

性等をレビューする。 
有効性 プロジェクト目標の達成度やプロジェクト目標と成果の間のロジックによって

評価する。 
効率性 プロジェクトの期間、投入の質・量等を基にした成果と投入の間の関係に焦点

を当て、分析する。 
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評価項目 定義 
インパクト プロジェクトによって創出された直接または間接、正または負、予期したまた

は予期していなかった影響を基に評価する。 
持続性 プロジェクトの終了後にどのようにプロジェクトの達成度が維持されるのかに

ついて、政策・制度、組織、財政、技術の側面から評価する。 
 

評価結果に基づき結論をまとめ、日本側・ルワンダ側の協議と合意により提言と教訓を導出す

る。評価項目の詳細については、合同評価報告書 Annex 5 の評価グリッド（評価の枠組み）に示

す。 
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第２章 実績と実施プロセス 

２－１ 投入の実績 

投入は PDM と PO に基づき実施された。日本側・ルワンダ側の投入の詳細は、合同評価報告書

の Annex 6 と Annex 7 に示す。 

２－２ 活動の実績 

活動は PDM と PO に基づき実施している。プロジェクトで実施した研修の実績については、合

同評価報告書の Annex 8 を参照。 

２－３ 成果の達成度 

PDM の成果の指標の達成度は以下の通りである。プロジェクトで策定したガイドライン・マニ

ュアル等の文書の詳細は、合同評価報告書の Annex 9 を参照されたい。 

  (1) 成果 1 

成果 1 地方給水施設の運営維持管理のための効果的で持続可能な実施体制・枠組み

が提案される。 
指標 1-1. 運営維持管理実施体制・枠組み（案）が作成される。 

1-2. 運営維持管理実施体制・枠組み（案）が SWG により合意される。 
 

1-1. 運営維持管理実施体制・枠組み（案）が作成される。 
地方給水施設の運営維持管理のための実施体制の枠組み（案）が、策定されている。 

プロジェクトでは、まず、地方給水施設運営維持管理の枠組み策定に係る情報の収集を

行った。ベースライン調査の結果に基づき、現在の枠組みに関する課題や問題が分析された。 

プロジェクト開始時は、地方給水施設の運営維持管理の大まかな枠組み、例えば、郡の

委託により契約された民間企業体（Private Operators: POs）6が運営維持管理を行うなどの仕

組みが、ほぼ確立されつつあった。プロジェクトでは、こうした仕組みをさらに精緻化・強

化する方向で運営維持管理の枠組みを策定しようとしている。また、ベースライン調査では、

井戸や改善湧水等のポイント給水施設の運営維持管理状態が良くなかった7ことから、運営

維持管理実施体制の枠組み（案）に関しては、今後、ポイント給水施設の運営維持管理につ

いても検討する予定である。 

1-2. 運営維持管理実施体制・枠組み（案）が SWG により合意される。 
運営維持管理実施体制の枠組み（案）は、セクター・ワーキング・グループ（Sector Working 

Group: SWG）の分科会（Thematic Working Group: TWG）で検討中である。 

                                                        
6 給水事業体（WSPs）の中で郡から正式に委託契約を受け給水施設の運営維持管理業務を行う民間企業体。プロジェクトで

は、POs を対象に研修等の活動を行う。 
7 パイプ給水施設では、調査した 69 施設のうち 65 施設が稼働していたが（稼働率 94%）、ポイント給水施設では、調査した

240 か所（井戸 227 か所、改善湧水 13 か所）のうち、稼働していた施設は 69 か所（稼働率 29%）であった（O&M Actual Condition 
Survey Report on Baseline Survey, KOKUSAI KOGYO Co., Ltd., February 2016）。 
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運営維持管理実施体制の枠組み（案）は、成果 2 で策定する国家ガイドラインに盛り込

まれ、「水と衛生（water and sanitation: WATSAN）」分科会で承認される予定である。  

  (2) 成果 2 

成果 2 地方給水施設の運営維持管理に必要な国家ガイドライン・マニュアル等が整備

される。 
指標 2-1. 必要な国家ガイドラインやマニュアル（案）が作成される。 

2-2. 必要な国家ガイドラインやマニュアル（案）が SWG により合意される。
 

2-1. 必要な国家ガイドラインやマニュアル（案）が作成される。 
地方給水施設の運営維持管理に必要な国家ガイドラインとマニュアル（案）はすでに作

成され、検討を進めている。 

プロジェクトでは、まず、国家ガイドライン策定に必要な情報を収集した。  

地方給水施設の運営維持管理のための「持続的地方給水サービス国家ガイドライン」の

ドラフト第 2 版が完成している。同ドラフト第 2 版は、パイプ給水施設とポイント給水施設

の運営維持管理を水質管理も含め記載している。  

研修モジュールについては、EU による地方給水衛生民間オペレーター組合（Forum des 
Exploitants Privés pour l’Eau et l’Assainissement en milieu Rural: FEPEAR）を支援するプロジェ

クトで作成された既存のモジュールがあり、この 6 つの研修モジュールをレビューし、これ

らを改訂・整理しつつ、新しい研修モジュールを作成した8。 

2-2. 必要な国家ガイドラインやマニュアル（案）が SWG により合意される。 
地方給水施設の運営維持管理に必要な国家ガイドラインやマニュアルは、ドラフトが完

成し、合意のプロセスにある。 

国家ガイドライン、モデル入札図書、モデル契約文書のドラフトは、2017 年 3 月と 7 月

の TWG に提出され、関係者がコメントをした。近く、ドラフトは SWG に提出され合意さ

れる予定である。国家ガイドラインとマニュアルには、ルワンダ公共サービス規定機関

（Rwanda Utilities Regulatory Authority: RURA）とプロジェクトの協力の下、検討を経て設定

された報告書の様式が盛り込まれた。 

  (3) 成果 3 

成果 3 WASAC RWS 職員の郡のサポートに必要な地方給水施設運営維持管理に関す

る能力が強化される。 
指標 3-1. XX 人の WASAC RWS 職員がトレーニングを受ける。 

3-2. 郡に対する技術支援マニュアルが WASAC RWS による郡のトレーニング

で適切に使用される。 
 

3-1. XX 人の WASAC RWS 職員がトレーニングを受ける。 

                                                        
8 モジュールにより、中間レビュー時点でゼロ・バージョンのものと第 1 版のものがある。 
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この指標の目標値は設定されていない。WASAC RWSS の職員数は、プロジェクト開始以

来増加しているが、中間レビュー時点で WASAC RWSS に配属されている職員（4 ユニット

のユニット長と職員計 15 名）全員が研修を受けている。  

WASAC RWSS の職員の能力強化を図るための研修プログラムが策定され、このプログラ

ムに基づいて、WASAC RWSS の全職員が研修を受けた。 

WASAC RWSS の 4 ユニットのユニット長と職員は、専門家による指導者研修（Training of 
Trainers : TOT）を受け、トレーナーとしての能力を向上させた。インタビューによれば、

井戸の運営維持管理、水質管理、運営維持管理計画等に関する研修を実施でき、研修評価も

できるようになった。また、問題解決能力も習得した。 

プロジェクトでは、能力のベースライン値を測定するための評価を、主として自己評価

に基づき、ユニットごとに実施した。ひとつは技術的スキルの評価で、水質管理、データ管

理、運営維持管理計画、資金モビライゼーション等、ユニットごとにその業務に応じたスキ

ルをいくつか選定し、ユニット長を含む職員がそれぞれのスキルについて自己評価を行った。

評価に基づき、プロジェクトでは能力開発計画を策定し、これに基づいた研修を実施した。

もうひとつは、ソフトスキルに関するもので、対人能力、業務処理能力等を、同じく自己評

価に基づき評価した。 

3-2. 郡に対する技術支援マニュアルが WASAC RWS による郡のトレーニングで適切に使用

される。 
専門家と C/P で「地方給水プロジェクト技術支援マニュアル」のドラフトを作成中であ

る。同技術支援マニュアルは、成果 4 の活動で活用される予定である。 

技術支援マニュアルは、まだ作成中であり使用できる状況にはないものの、WASAC RWSS
の職員は、日本人専門家とともに、郡職員と POs に対し研修を実施している。インタビュ

ーでは、郡職員は、プロジェクトでの WASAC RWSS 職員による研修により、水質管理やハ

ンドポンプの修理、塩素注入装置の取扱い、運営維持管理計画策定等の技能を向上させたと

コメントしている。 

プロジェクトでは、水利用委員会（Water Users Committee: WUC）に対する研修を計画し

ており、研修対象の 55 サイトを、C/P と専門家で選定中である。 

  (4) 成果 4 

成果 4 東部県のモデル 4 郡において、提案された運営維持管理体制の有効性が実証

される 
指標 4-1. モデル郡において、ガイドラインやマニュアルに基づいて給水施設の運

営維持管理が行われる。 
4-2. モデル郡において、給水施設の稼働状況が改善される。（断水期間が XX

日から XX 日に改善される、給水施設の稼働時間・日数が XX から XX
に改善される、水質（大腸菌、塩素の分析）、原価回収率（無収水率が

XX%から XX%に改善される）、WSP の財政状況（収益率が XX%から XX%
に改善される）等。ベースライン調査の結果に基づき決定） 
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4-1. モデル郡において、ガイドラインやマニュアルに基づいて給水施設の運営維持管理が

行われる。 
モデル郡では、プロジェクトで開発したガイドラインやマニュアルに基づき給水施設の

運営維持管理を開始している。 

これまで述べた通り、給水施設の運営維持管理の枠組みに関する国家ガイドラインやマ

ニュアルのドラフトが開発されているが、これらに基づいた実際の運営維持管理は始まった

ばかりであり、さらに向上を図っていく必要がある。プロジェクトでは、現場レベルでの実

施を通して、詳細な手順や課題を特定しつつ、改善していく予定である。  

プロジェクトでは、給水施設の運営維持管理の現状を把握するため、ベースライン調査

を実施した。ベースライン調査では、ポイント給水施設の運営維持管理状況が悪いことが明

らかになった。この結果に基づき、プロジェクトでは、ポイント給水に関する活動を導入す

ることとした。さらに、ベースライン調査で特定された課題に対するアクションプランが策

定された。モデルアクションプランのドラフトは、2016 年 7 月に開催されたプロジェクト

実施委員会（Project Implementation Committee: PIC）に提出され承認された。アクションプ

ランに基づき、パイロットサイトにおける水道メーターや塩素注入装置の設置や 55 の WUC
に対する研修等の具体的な活動が、プロジェクト後半で実施される予定である。 

4-2. モデル郡において、給水施設の稼働状況が改善される。 
この指標は、目標値が設定されていないため、達成度を正確に評価することはできない。

この指標自体の見直しも含め再検討したうえ、指標と目標値を設定することが必要と考えら

れる。 

インタビューによれば、現在のところ、プロジェクトでの研修により、郡職員と POs の

スタッフの給水施設運営維持管理に関する能力は、向上していると言える。プロジェクトで

は、引続き、郡職員と POs のスタッフに対する研修を実施していく予定である。 

その他の成果 
中間レビュー中のインタビューや協議の中で、PDM に記載されている成果の指標以外に、

以下のような成果が発現していることが明らかになった。 

- ベースライン調査は、給水施設の現状を把握するのに、非常に有益であった。ベース

ライン調査の実施プロセスを通じ、C/P は調査や分析に関する能力が向上した。ベー

スライン調査の結果は、開発パートナーを含む水と衛生のセクターにおける関係者に

広く活用されている。 
- 2017 年 3 月に、C/P と専門家は、モデル郡における給水施設に関するマッピングとデ

ータ・インベントリーの作成を開始した。中間レビュー時点では、ルワマガナ郡とカ

ヨンザ郡で作成が完了している。マッピングとデータ・インベントリーは、給水施設

の現状を把握するのに有用であると、WASAC、郡、POs らの間で高く評価されてい

る。プロジェクトでは、引続き、残り 2 郡（ンゴマ、キレヘ）のマッピングとデータ・

インベントリーを作成する予定である。 
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２－４ プロジェクト目標の達成見込み 

プロジェクト目標の指標の達成見込みは以下の通りである。 

プロジェクト目標 ルワンダの地方給水の持続可能な運営維持管理体制が構築される。 
指標 1. 地方給水施設の運営維持管理の実施体制・枠組みが WASAC により承認

される。 
2. 成果 2 で策定した国家ガイドライン・マニュアルが WASAC により承認

される。 
3. WASAC RWS の郡に対するトレーニングプログラムや技術支援マニュ

アルが WASAC に承認される。 
4. WASAC RWS の（能力強化計画を含む）年間アクションプランが実施さ

れる。 
 

1. 地方給水施設の運営維持管理の実施体制・枠組みが WASAC により承認される。 
地方給水施設の運営維持管理の実施体制・枠組みのドラフトは、すでに作成されている。 

実施体制・枠組みのドラフトは、次の指標 2 に関連する承認プロセスの中で、国家ガイドラ

インの一部として承認されることになっている。 

実施体制・枠組みの承認は、現行の指標にある WASAC でなく、SWG が行う。したがって、

この指標は記述を改訂する。 

2. 成果 2 で策定した国家ガイドライン・マニュアルが WASAC に承認される。 
策定した国家ガイドライン・マニュアルは、現在、SWG で関係者がレビューを行っている。 

国家ガイドライン・マニュアルは、SWG に承認されたことをもって、採用となる。プロジェ

クトでは、現行版の国家ガイドライン・マニュアルを改訂し、プロジェクト終了までに、SWG
の承認を得る予定である。 

中間レビューでのインタビューによれば、国家ガイドライン・マニュアルのドラフトは、開

発パートナーを含む関係者から高く評価されている。 

前項と同様、国家ガイドライン・マニュアルの承認は、WASAC でなく SWG が行うため、こ

の指標は改訂する。 

3. WASAC RWS の郡に対するトレーニングプログラムや技術支援マニュアルが WASAC に承認

される。 
WASAC RWSS 職員に対するトレーニングプログラムは、2016 年に開発された。 

専門家と C/P により、「地方給水施設技術支援マニュアル」のドラフトが作成されている。

同マニュアルは、改訂を行った後、給水施設の運営維持管理に関する他の文書とともに TWG
に提出され、さらに SWG に提出されて承認を得る予定である。  

上記同様、これら文書の承認をするのは、WASAC でなく SWG であるので、この指標は改訂

する。 
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4. WASAC RWS の（能力強化計画を含む）年間アクションプランが実施される。 
WASAC RWSS の年間アクションプランは、プロジェクトにおける能力強化計画も含め、す

でに WASAC RWSS で策定され実施されている。ルワンダ政府の、「ビジョン 2020」や他の戦

略文書の目標達成に対するコミットメントは高いため、同アクションプランは引続き実施され

ると考えられる。 

２－５ 上位目標の達成見込み 

上位目標達成の見込みは以下の通りである。 

上位目標 ルワンダの地方給水の運営維持管理体制が定着するとともに、東部県全郡にお

ける地方給水施設の稼働状況が改善される。 
指標 1. 東部県の全郡における地方給水施設の稼働率が XX%から XX%に改善する。

2. 東部県の全郡における安全な水へのアクセス率が、XX%から XX%に向上す

る。 
（指標 1 と 2 の目標値は、ベースライン調査の結果に基づきプロジェクト実

施中に設定する） 
3. 東部県の全郡において標準化された報告書が定期的に提出される。（WSP か

ら郡、郡から WASAC への報告書） 
 

1. 東部県の全郡における給水施設の稼働率が XX%から XX%に改善する。 
東部県の村落給水施設（パイプ給水施設）の稼働率は、2016 年 3 月時点で、59%となってい

る9。 

プロジェクトで策定する実施体制・枠組みは、全国レベルに拡大して適用される予定である。

しかしながら、この指標は、東部県に限定されており、見直しの必要がある。 

2. 東部県の全郡における安全な水へのアクセス率が、XX%から XX%に向上する。 
東部県の全郡における安全な水へのアクセス率は、2015 年に 79%である10。国家目標は、2020

年までに 100%のアクセス達成である。 

3. 東部県の全郡において標準化された報告書が定期的に提出される。 
現在のところ、報告書は、POs から郡に対し提出され、コピーが WASAC と RURA に送付さ

れる。これは、WASAC とプロジェクトの協力により RURA で指定したフォーマットに基づく

ものである。プロジェクトでは、給水施設運営維持管理マニュアルの開発に関する研修を実施

しており、郡職員によれば、この研修を通して、POs の報告書作成能力が向上しているという

ことである。 

                                                        
9 “Current Status of Rural Water Supply Systems in All Districts and Rehabilitation Attempt”, O&M Unit, RWSS, WASAC. March 2016. 

ブゲセラ郡とニャガタレ郡のデータは含まない。 
10 “National Water Supply Policy Implementation Strategy”, December 2016. “Integrated Household Living Conditions Survey (EICV) 

4”のデータに基づく推定値。 
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２－６ プロジェクト実施プロセス 

  (1) 実施プロセス全般 

プロジェクトの活動は、当初予定より若干遅れ気味ながら、概ね順調に進捗している。

スケジュールの遅れの要因は、ベースライン調査に時間がかかったことで、これは、ベース

ライン調査の内容とサンプル数が予定より多くなったことによる。しかしながら、その結果、

ベースライン調査の報告書は高く評価され、活用されている。 

プロジェクトの円滑な進捗の貢献要因は、WASAC の C/P のモチベーションが高いことで

ある。ただし、時折通常業務に多忙でプロジェクトの活動に十分参加できないことがある。

進捗に係る懸念事項は、会議の開催等に係る関連機関の所定の手続きに時間がかかることで、

プロジェクトでは、早めに会議や研修の日程を決定することで、これに対応している11。 

  (2) プロジェクト実施運営体制 

プロジェクト実施運営体制は、適切に機能している。プロジェクトでは、調整委員会

（Steering Committee: SC）と PIC からなる実施体制を構築している。活動を円滑に実施する

ため、専門家と C/P で、毎週月曜日に週間スケジュールの確認を行っている。また、日本

人専門家は各ユニット長と頻繁に会合を持ち、情報共有を行っている。  

これまでに、SC と PIC はそれぞれ 3 回開催した。PIC で、技術的事項に関する決定を行

い、プロジェクト全体の進捗を確認している。SC では、MININFRA や SWG の事務局等も

含めた関係機関でプロジェクトの進捗を共有する。この仕組みが適切に機能している。 

プロジェクト開始当初は、SC と PIC の下に、郡フォーラム（District Forum: DF）を設置

することを計画しており、2016 年 11 月に、ルワマガナ、ンゴマ、キレヘの 3 郡で DF を開

催した。一方、ほぼ同時期に、モデル郡各郡で、行政機構として、水と衛生郡委員会（District 
WASH Board）が設立された。このため、カヨンザ郡では、DF の会議を開催する代わりに、

2017 年 1 月に同郡で開催された水と衛生郡委員会に、プロジェクトとして参加した。その

後、2017 年 3 月の第 3 回 SC において、設立を予定していた DF の機能は、組織と機能の重

複を避けるため、水と衛生郡委員会に吸収することを、SC のメンバーで決定した。 

プロジェクトの進捗は、プロジェクトチームで適切にモニタリングされている。所定の

モニタリングシートをモニタリングのツールとして、専門家と C/P でプロジェクトの進捗

を確認している。モニタリングシートは、中間レビュー時点で、第 4 版まで作成されている。

モニタリングシートを作成する際には、PDM を参照し、指標の達成状況の確認をしている。 

  (3) コミュニケーション・協力 

関係者のコミュニケーション・協力の状況は、概ね良好である。 

日本人専門家とルワンダ側 C/P は、ベースライン調査、アクションプラン作成、研修の

計画・実施等に、協力して取組んでいる。日本人専門家は、専門性に応じ担当のユニットが

割当てられており、担当のユニットを中心に活動を行っている。研修モジュールの開発にお

                                                        
11 WASAC は、インフラストラクチャー省（Ministry of Infrastructure: MININFRA）の管轄下にあるが、郡は、地方自治省の管

轄にあるため、正式な文書の発出等は、地方自治省を通して行う必要がある。 
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いては、C/P が多忙なことが多いため、日本人専門家がドラフトを作成し、C/P がコメント

するという体制で進めることが多い。 

郡やコミュニティとの協力関係も良好である。プロジェクトでは、2017 年 3 月に、第 1
回の郡向けの研修を実施した。今後、さらに郡との協力関係を深めていく予定で、プロジェ

クトは、郡が開発パートナー等関係機関と開催している郡合同行動開発フォーラム（District 
Joint Activity Development Forum: JADF）にも招待されている。プロジェクトでは、WUC に

対する研修を計画しており、今後 WUC との協力関係を深めていく予定である。ベースライ

ン調査実施にあたっては、郡職員や、対象コミュニティの住民から十分な協力を得ることが

できた。 

プロジェクトと、日本の他の協力案件との関係は良好である。プロジェクトチームは、

無償資金協力「第三次地方給水計画」と、情報交換を行っている。無償資金協力では、東部

県のンゴマ、カヨンザ、ガツィボの 3 郡で給水施設を建設し、ソフトコンポーネントとして

技術研修を実施する。建設された給水施設の運営維持管理は、プロジェクトで推進している

運営維持管理の枠組みに基づき POs が実施することが、計画されている。また、プロジェ

クトでは、郡とセクター12に配属されている日本人ボランティアと協力し、ハンドポンプ付

井戸の運営維持管理を含むコミュニティでの水と衛生の改善に取組んでいる。 

他の開発パートナーとの協力は活発に行われている。プロジェクトは、SWG で開発パー

トナーと情報共有を行っている。SWG の下の TWG では、プロジェクトで作成した文書を

提出し、モデル入札図書、モデル委託契約書、地方給水施設の運営維持管理の持続性向上の

ためのアクションプラン、水質管理の枠組み等を含む国家ガイドライン等の作成物に、TWG
の出席者がコメントしている。プロジェクトチームは、NGO の Water for People や SNV 等、

他の開発パートナーが主催する会合に招待されることもある。 

  (4) プロジェクトの認知度 

プロジェクトの認知度は高い。ルワンダ側 C/P のコミットメントは高く、可能な限りは

プロジェクトに積極的に参加しようとしている。プロジェクトで作成したベースライン調査

報告書、国家ガイドライン、研修マニュアル等は、水分野のステークホルダーから高く評価

されている。プロジェクトで導入した活動は、一部 C/P 機関における年間アクションプラ

ンに盛り込まれている。また、無償資金協力も含め日本の協力全般は、東部県で高く評価さ

れている。 

                                                        
12 郡のさらに下の行政単位。 



 

－13－ 

第３章 評価 5 項目による評価結果 

３－１ 妥当性 

妥当性は高い。 

  (1) ニーズとの整合性 

対象のモデル郡において安全な水へのアクセス向上のニーズは高い。モデル郡において

は、給水施設の運営維持管理は適切に行われているとは言い難く、その結果、安全な水への

アクセス率を阻害している。2015/16 年度における地方部の給水率（500m 以内に改善水源

を持つ世帯の割合）は、79%に留まっている13。プロジェクトは、郡と POs による村落給水

施設の運営維持管理の向上に貢献するものであり、プロジェクトにより、安全な水にアクセ

スできる人口が増加することが期待できる。 

  (2) 政策との整合性 

プロジェクトは、ルワンダの水分野の政策と整合性がある。ルワンダの国家給水政策

（National Water Supply Policy in Rwanda）では、5 項目ある政策目標のひとつに、水セクタ

ーの実施体制・枠組みの強化が挙げられている。長期計画である「ビジョン 2020」では、

2020 年までに安全な水へのアクセス率 100％を達成することが目標に掲げられている。プロ

ジェクトは、村落給水施設の運営維持管理の実施体制・枠組みの向上を通じて、安全な水へ

のアクセスへの貢献を目指したものであり、これら政策と合致している。なお、2016 年 12
月に発表された「国家給水政策実施戦略」では、パイプ給水とともに、ハンドポンプ付井戸

や改善湧水等ポイント給水の改善が優先課題に挙げられている。 

プロジェクトは、日本の対ルワンダ ODA 政策とも合致している。日本のルワンダに対す

る国別援助方針では、基本方針（大目標）として、持続的成長（中所得国家への転換）の促

進が挙げられている。この大目標の下、経済基盤整備、農業開発、社会サービスの向上、成

長を支える人材育成の 4 点が中目標として挙げられている。社会サービスの向上については、

特に安全な水の供給が強調されており、プロジェクトはこの中に位置づけられている。 

  (3) アプローチの適切性 

プロジェクトのアプローチは適切である。 

プロジェクトは、先行するプロジェクト PURA-SANI の結果を踏まえ策定された。

PURA-SANI が 2010 年に終了した後、WASAC の組織改編がほぼ終了し、郡に一定の人材が

配置されたのが確認されてから、本プロジェクト（RWASOM）は開始された。 

プロジェクトデザインは、実施体制・枠組みの構築や能力強化等、地方給水施設の運営

維持管理向上に関する必要なコンポーネントを含んでおり、適切と言える。プロジェクト開

始時には、パイプ給水施設のみを対象としていたが、2016 年 2 月のベースライン調査の結

果を踏まえ、ポイント給水施設に関する活動、WUC を支援する活動が追加された。成果 1

                                                        
13 National Water Supply Policy Implementation Strategy, December 2016. 
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の地方給水施設の運営維持管理の基本的枠組みの開発に関しては、プロジェクト開始時に、

POs による委託契約の仕組みがすでに確立されていたため、この枠組みをさらに精緻化・強

化して、成果 2 で記載されている国家ガイドラインやマニュアルに盛り込むことにしている。  

ターゲットグループの選定は適切である。ルワンダの水セクターでは、開発パートナー

の間で担当地域の大まかな分担が合意されており、日本は東部地域の担当と考えられている。

プロジェクトで支援する WUC は、ベースライン調査の結果に基づき 2 段階のプロセスを経

て選定されている。第 1 段階では、資料に基づき、水質や給水人口等を選定基準として 67
の WUC を選定した。その後、第 2 段階として、2017 年 5 月に現地調査を実施し、研修活

動への参加意思や代替水源の有無等の基準に基づき、55 サイト（ハンドポンプ付井戸 35 サ

イト、改善湧水 20 サイト）を選定した。 

日本は、歴史的に、安全な水の供給に豊富な経験を有してきたと言える。また、コンセ

ンサスを重視する日本の慣習・手法は、関係者の合意を図りつつ国家ガイドラインやマニュ

アル策定を行うプロジェクト活動にいかされている。 

３－２ 有効性 

有効性は概ね高い。 

  (1) プロジェクト目標の達成度 

プロジェクトが残り期間順調に進捗すれば、プロジェクト目標は達成される見込みが高

い。プロジェクトで作成している地方給水施設の運営維持管理のための枠組み文書は、

MININFRA が議長を務める SWG で検討した後に承認される見込みである。 

プロジェクト目標達成の促進要因としては、プロジェクトは国家目標である安全な水へ

の完全なアクセス達成と合致しているため、関係者のコミットメントが高いことが挙げられ

る。懸念事項は、関係者のスケジュールにより SWG の開催が困難な場合があることで、こ

れにより、SWG での国家ガイドライン・マニュアルの検討・承認に影響が出る可能性も予

想される。また、新たにポイント給水施設に関する活動が追加されているが、その具体的な

内容を検討する必要がある。例えば、ポイント給水に関しては、すでに運営維持管理の枠組

みが存在するが、その中で、郡、POs、WUC の役割があまり明確に規定されていない。こ

のため、ポイント給水に関する運営維持管理の枠組み構築に時間を要し、ひいては、プロジ

ェクト目標達成に向けた進捗全体に影響を及ぼすことも予想される。 

  (2) 成果からプロジェクト目標に至るロジック 

成果からプロジェクト目標に至るロジックは適切と言える。プロジェクト目標を達成す

るために必要な成果が計画されている。プロジェクト目標達成のための外部条件である人事

異動については、その影響はあまりない。WASAC、郡ともに人事異動が数例見られたが、

頻繁ではなく、プロジェクトに対する影響はなかった。 
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３－３ 効率性 

効率性は比較的高い。 

  (1) 成果の達成度 

中間レビュー時点では、計画されていた成果が発現しつつある。  

成果 1 は、プロジェクト終了までに達成される見込みである。地方給水施設の運営維持

管理に関する基本的な枠組みは、プロジェクト開始時にすでにある程度構築されていた。現

在は、この枠組みをさらに精緻化・強化し、枠組みが実際に機能させるための活動が必要で

あり、これらに取組んでいる。ポイント給水施設の運営維持管理に関する活動については、

具体的な投入と活動をさらに明確にする必要がある。 

成果 2 の国家ガイドラインとマニュアルの策定は、順調に進捗しており、プロジェクト

終了までに完了する見込みである。国家ガイドラインに関する協議は、SWG の下、給水に

関する TWG ですでに開始されている。研修マニュアルは、過去に EU の支援で策定された

6 つの研修モジュールをもとに開発されており、プロジェクトでは、このマニュアルのドラ

フトをさらに改善するための詳細な検討を引続き行う予定である。 

成果 3 の能力強化は、実施を進めているところである。インタビューによれば、プロジ

ェクトで実施した研修により、WASAC RWSS、郡、POs の担当者の能力は向上している。

WUC の研修は準備を進めている段階である。能力強化に関しては、WASAC RWSS と郡の

能力を評価できる適切な指標を設定することが必要である。 

成果 4 に関する活動は、順調に進捗している。プロジェクトでは、ベースライン調査に

より、パイプ給水施設とポイント給水施設の現状に関する情報を収集し、郡職員と POs の

スタッフに研修を実施した。しかしながら、パイプ給水施設の運営維持管理は、まだ本格的

に実施されていない。さらに、POs から郡への報告書は、適切に記載されているとは言えず、

報告書に基づいた POs に対する郡からのフィードバックも十分に行われていない。プロジ

ェクトでは引続き、郡と POs を支援する活動を実施し、提案している運営維持管理の枠組

みが有効かどうかを検証していく予定である。加えて、前述した通り、プロジェクトではポ

イント給水の運営維持管理を改善するための活動を導入する予定でおり、そのための適切な

投入と活動を明確にする必要がある。 

PDM の成果の指標以外にも、いくつか特筆すべきことが挙げられる。まず、ベースライ

ン調査の報告書が、プロジェクト以外でも WASAC の業務で活用されていることである。次

に、給水施設に関するマッピングとデータ・インベントリーが作成された。さらに、これら

の活動を通じ、WASAC RWSS において、調査やデータ作成・分析の手法が蓄積されている。  

成果達成に係る促進要因は、国家ガイドラインやマニュアルの策定プロセスに関係者を

十分巻込んでいることである。阻害要因としては、予算や人材を含む郡のキャパシティの不

足が挙げられる。 
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  (2) 投入からアウトプットに至るロジック 

投入からアウトプットに至るロジックは適切である。 

投入は、十分な活動を行えるよう計画され、活動は適切に実施され、成果の発現につな

がった。さらに、郡のキャパシティを強化して成果をあげるため、ポイント給水施設に関す

る活動が追加された。 

  (3) 活動の適切性 

活動は適切に実施されている。 

予定されている活動は概ね順調に実施されている。郡と POs に対する研修の実施に若干

遅れがあったが、インタビューによれば、実施した研修は参加者から高く評価されている。

また、ベースライン調査に予定より長い時間を要したが、その結果は有効に活用されている。  

すでに述べた通り、プロジェクトではポイント給水施設の運営維持管理を追加する予定

であるが、その具体的計画については検討中である。中間レビュー時点では、WUC に対す

る研修は、外部に再委託することなく、C/P が直接実施する予定でおり、これにより、C/P
の能力強化が図れるものと考えられる。 

予定している活動は全て、プロジェクト終了までに完了する見込みである。 

  (4) 投入の適切性 

投入は、これまでのところ、概ね適切に実施されている。 

日本人専門家は、PO に基づき、適切な専門性を持つ者が派遣されている。 

機材は、日本人専門家とユニット長の協議と合意に基づき供与された。1 年目は、WASAC
に車両が 2 台供与され、施設の運営維持管理や視察に使用されている。2 年目は、パイプ給

水施設とポイント給水施設の運営維持管理に使用する機材が供与された。供与された機材は、

郡に引渡しを行い、郡から POs に貸与することになっている。中間レビュー時点では、郡

への引渡しの手続きが完了しておらず、WASAC が管理している。 

本邦研修は、2016 年に、WASAC RWSS のユニット長 3 名と職員 2 名を派遣した。職員の

参加者は、東部県の担当者を優先して選定した。インタビューによると、参加者は、パイプ

給水施設・ポイント給水施設の運営維持管理技術、水質管理、データ分析、プロジェクト運

営管理等を学んだ。帰国後は、WASAC 内の他の職員と本邦研修の経験を共有し、アクショ

ンプラン作成などに経験をいかしている。本邦研修は、2017 年にも実施する予定で、局長、

ユニット長各 1 名と職員 3 名の派遣を計画している。 

ルワンダ側は、プロジェクトに従事する職員を概ね適切に配置している。プロジェクト

開始時は、C/P は 5 名であったが、WASAC の組織の拡大に伴い職員数が増加しており、中

間レビュー時点で、プロジェクト・ディレクターを含む 19 名の C/P が配置されている。郡
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の WATSAN 専門職員の配置には、時間を要している。中間レビュー時点で、モデル郡 4 郡

のうち 3 郡に WATSAN 専門職員が配置されている14。 

WASAC は、WASAC 本部内とルワマガナ支所にプロジェクト事務所を提供している。そ

の他プロジェクト活動に必要な資機材や経費を負担している。郡と POs には、プロジェク

トの研修に参加するための交通費等の予算がないため、日本側がこれら経費を負担している。

プロジェクト実施期間中、WASAC は、モデル郡以外の郡の職員が研修に参加する場合、交

通費等の経費を支出することになっている。 

実施された投入は、前述した郡への引渡しが完了していない供与機材を除き、適切に活

用されている。 

３－４ インパクト 

プロジェクトで策定した運営維持管理の枠組みが全国で適用されれば、インパクトは期待でき

る。 

  (1) 上位目標達成の見込み 

プロジェクトで策定している地方給水施設の運営維持管理の実施体制・枠組みが採択さ

れれば、ルワンダ全国で実施される見込みはある。 

東部県のモデル郡以外の郡では、ガツィボ郡において、2017 年 5 月に、POs による給水

施設の運営維持管理の委託契約が締結された。これは、WASAC とプロジェクトで策定して

いる運営維持管理の枠組みがモデル郡以外でも次第に採択されつつあることを示している。

プロジェクトで作成している国家ガイドラインやマニュアルが正式に承認されれば、運営維

持管理体制の全国レベルでの拡大が進捗すると考えられる。 

WASAC RWSS では、各ユニットで、少なくとも 1 名の職員が各県の担当に配置されてい

る。このため、各ユニットの県の担当者が、プロジェクトの結果を他の県や郡に普及するこ

とが可能である。さらに、WASAC RWSS では、郡担当エンジニアを全 27 郡に１名ずつ配

置する予定で、すでに採用のプロセスを開始している。これにより、郡における地方給水サ

ービスの向上が期待できる。 

上位目標達成の貢献要因は、国家ガイドラインとマニュアルの承認と全国レベルでの実

施である。また、今後郡のキャパシティを強化することが、貢献要因となる。郡の人員・予

算のキャパシティが十分でない場合は、阻害要因となりうる。現状では、モデル郡のうち、

1 郡で WATSAN 専門職員がまだ着任しておらず、また、郡は維持管理のための予算を十分

に有していない。 

  (2) プロジェクト目標から上位目標に至るロジック 

プロジェクト目標から上位目標に至るロジックに関し、上位目標を、指標も含め見直す

必要があると思われる。 

                                                        
14 WATSAN 専門職員が配置される前は、インフラ担当職員が、橋、道路等全てのセクターのインフラを担当する中で水と衛

生を見ていた。中間レビュー時点で、ルワマガナ郡では、インフラ担当職員が水と衛生も担当している。 
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プロジェクト期間中に地方給水の運営維持管理体制が構築されれば、プロジェクトが終

了して 3～5 年後に、その運営維持管理体制がルワンダ全国で定着することが期待できる。

現行の PDM では、「東部県における稼働状況が改善する」とあるが、運営維持管理体制が

全国で実施されるのであれば、維持管理状況に対する効果は、東部県のみに限定されること

ではない。したがって、指標も含め、上位目標を見直すべきと考えられる。 

  (3) その他のインパクト 

プロジェクトによる給水施設の運営維持管理体制の構築を通じ、給水状況に正のインパ

クトがもたらされることが期待される。プロジェクトの効果に加え、無償資金協力案件との

相乗効果によっても、東部県の給水状況が改善されることが期待できる。  

予期されていなかったインパクトがいくつか認められる。プロジェクトで実施したベー

スライン調査を通じ、地方給水の関係者の間でポイント給水の重要性が認識されるようにな

った。また、プロジェクトの結果は、現在ルワンダの水・衛生セクターにおいてパイロット

ベースで推進されているディストリクト・ワイド・アプローチの中で活用されている15。プ

ロジェクトで使ったキャパシティ・アセスメントの手法がディストリクト・ワイド・アプロ

ーチで活用されたほか、プロジェクトで開発した技術支援マニュアルも、同アプローチで活

用されることになっている。 

負のインパクトは報告されていない。 

３－５ 持続性 

持続性はある程度見込める。 

  (1) 政策・制度面 

政策・制度面の持続性は高い。 

2016 年 12 月に発表されたルワンダの国家給水政策では、実施体制の強化等を通じて安全

な水への完全なアクセスを達成することが謳われている。「ビジョン 2020」でも、安全な水

へのアクセスは掲げられている。次期長期計画である「ビジョン 2050」や経済開発貧困削

減戦略（Economic Development and Poverty Reduction Strategy: EDPRS 3）等の次期計画はま

だ準備中であるが、入手できた関連文書やインタビューによれば、安全な水の持続的供給を

強化していく政策は、今後も続くと考えられる。  

WASAC では、パイプ給水施設とポイント給水施設を含めた給水施設の運営維持管理を強

化する取組みを行っている。プロジェクトで推進する運営維持管理実施体制が正式に採択さ

れることで、実施体制の定着が期待できる。また、プロジェクトで導入した活動は、モデル

郡で郡年間アクションプランの実施を支援するためのアクションプランにすでに取り込ま

れている。 

                                                        
15 ディストリクト・ワイド・アプローチは、水と衛生に関する郡の包括的計画をデータに基づき精緻な手法で策定するもので、

これを実現するためには、郡の計画・実施に関するキャパシティが重要となる。Water for People 等が支援している。 
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ルワンダの水・衛生セクターにおいては、SWG の会合に見られるように、開発パートナ

ーの協力が緊密に行われている。ルワンダにおける開発パートナーの支援は今後も続くもの

と見込まれる。 

  (2) 組織面 

組織面での持続性は比較的高い。 

WASAC RWSS の計画実施能力は、プロジェクト活動を通じて向上している。WASAC 
RWSS が郡を支援し研修を実施する能力も強化されつつある。WASAC では、最近、村落給

水担当の副 CEO が着任した。また、27 名のエンジニアが郡の支援担当として新たに採用さ

れることになっている。こうした動きにより、WASAC RWSS の組織能力は一層強化される

ことになると見込まれる。組織能力の持続性に関連し、プロジェクト終了前までに WASAC 
RWSS の組織能力の向上レベルを把握するために、アセスメントを行うことが必要である。 

郡と POs についても、プロジェクトで職員やスタッフの研修を実施しており、組織能力

は向上しつつある。ポイント給水施設に関しては、WUC の能力開発が重要な課題である。 

WASAC では、2014 年に RWSS が新設されたが、インタビューによると、大規模な組織

改編は当面は予定されていないということである。 

  (3) 財政面 

財政面の持続性は中程度である。 

WASAC では、経常経費に充当する必要な財源は確保できていると考えられる。2020 年ま

でに安全な水への完全なアクセスを達成するという国家目標の下、パイプ給水施設とポイン

ト給水施設の新設と修理に必要な予算も、政府予算を通じ郡にある程度は確保されると見込

まれる。WASAC RWSS のリソース・モビライゼーション（Resource Mobilization: RM）ユニ

ットは、関係ステークホルダーを動員して地方給水の運営維持管理に必要なリソースを獲得

したり、また郡が財源を獲得できるよう支援する使命を持っている。開発パートナーによる

資金協力を含め、RM ユニットで予算確保に積極的に取組むことが期待される。 

現状では、郡には、パイプ給水施設とポイント給水施設の運営維持管理に必要な予算が

十分配分されていないと考えられる。例えば、郡には、パイプ給水施設とポイント給水施設

の大規模修理に係る予算16が十分に配分されていない。郡では、水特別会計口座を開設する

予定で、これが活用できるようになると、給水施設の運営維持管理に充当できる予算を適切

に管理できるようになることが期待される17。 

  (4) 技術面 

技術面での持続性はある程度高い。 

                                                        
16 現状の給水施設の運営維持管理の実施体制では、大きな部品の交換等大規模な修理は郡の責任で、小規模な部品交換等日常

の維持管理は委託契約された POs の責任となる。ポイント給水施設については、インタビューでは、維持管理の責任が明確

でなかった。 
17 これまで郡では、給水施設の運営維持管理費用を、他セクターも含めたインフラの一般予算から配分してきた。新たに開設

する水特別会計は、POs との契約に基づき POs から郡に納められる上納金等を活用した特別会計予算で、水に関することに

使途が限定されている。インタビューした郡では、2017 年 7 月に始まる新会計年度から開始する。 
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プロジェクト関係者の能力とコミットメントは、向上している。研修に参加した者は、

ハンドポンプの維持管理、水質管理等の技術を習得した。プロジェクトでは、2016 年 12 月

から研修活動を実施してきたが、一層の能力強化が今後も必要である。 

プロジェクトの活動を通じ、WASAC RWSS 能力強化の仕組みが構築されていくことが期

待される。WASAC RWSS の職員の能力強化のための研修プログラムが開発され、WASAC 
RWSS の職員が郡や POs に対して研修を行えるようにするための TOT が実施された。プロ

ジェクトにより研修モジュールが開発され、給水施設の運営維持管理の関係者に継続的に活

用されていく見込みである。こうしたことから、能力強化のための仕組みが構築され、技術

面での持続性が高まっていくものと期待されるが、前述した通り、プロジェクト終了までに、

本プロジェクトによる組織全体のキャパシティ向上レベルを測る包括的なアセスメントを

実施することが必要である。 

供与機材の維持管理能力に関しては、車両の維持管理状況は良好である。給水施設維持

管理の機材は、中間レビュー時点では、前述した手続き上の理由で、まだ倉庫に保管されて

いる。 

  (5) 持続性に係る阻害要因・貢献要因 

WASAC 職員のリーダーシップ、また、関係者の間で国家目標である安全な水への完全ア

クセス達成に向けたコミットメントが高いことは、持続性を高める貢献要因になっていると

言える。さらに持続性を高めるためには、郡職員と POs のスタッフの研修を継続的に行う

ための予算を確保することが重要である。郡レベルでの予算とキャパシティが十分でなけれ

ば、持続性を阻害する要因となる。 
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第４章 結論 

プロジェクトは、対象地域のニーズ、日本側・ルワンダ側の政策と合致しており、妥当性は高

い。プロジェクトが順調に進捗すれば、プロジェクト目標の達成が見込まれることから、有効性

は概ね高い。投入と活動は、一部に若干の遅れがあるものの、概ね予定通り実施されており、成

果も発現しつつあることから、効率性は比較的高い。プロジェクトで策定する地方給水施設の運

営維持管理体制が全国で採用されれば、インパクトは期待できるが、上位目標については、指標

を見直すことが適切と言える。持続性はある程度期待できる。政策・制度面、組織面、技術面で

は、持続性は高い、もしくはある程度高いが、財政面での持続性が懸念事項である。 

全体として、プロジェクトはこれまで順調に進捗していると言える。現時点での状況を踏まえ、

プロジェクトの効果をより高めるために以下の提言を行う。 
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第５章 提言 

以上の分析に基づき、合同評価チームは、以下の通りの提言を行った。 

５－１ ポイント給水に関する活動の PDM への記載 

プロジェクトの当初の PDM には、ポイント給水に関する活動と成果の記述はない。しかしな

がら、ベースライン調査で、ポイント給水施設の深刻な現状が明らかになった。WASAC でも、

ポイント給水施設の運営維持管理の改善にかかる緊急性は認識している。ポイント給水施設の運

営維持管理に関する実施体制・枠組みは、すでにドラフトができており、国家ガイドラインのド

ラフトにも、この実施体制・枠組みが盛込まれている。 

こうした状況の下、プロジェクトでは、フェーズ 2 に入った 2017 年度から、井戸の運営維持

管理に関する座学・実習、ハンドポンプの研修モジュールの作成等の活動を行っている。プロジ

ェクトでは、フェーズ 2 の期間に WUC を支援する活動も予定している。 

プロジェクトにポイント給水施設の運営維持管理に関する活動を含めることは、対象地域のニ

ーズに合致しており、ルワンダの政策に照らし適切と考えられる。しかしながら、現行の PDM
（Ver.1）では、ポイント給水に関する活動が明示的には記載されていない。このため、PDM にポ

イント給水に関する活動を明記する必要がある。また、プロジェクト期間中にめざす達成レベル

とそれを測る指標を、プロジェクトで明確にすることが望ましい。 

５－２ パイプ給水施設の運営維持管理にかかる実施体制・枠組みの実践 

パイプ給水施設の運営維持管理の実施体制・枠組みに関する文書のドラフトはすでに完成され

ている。これまでプロジェクトでは、この枠組みを運用するためのモジュールやマニュアルを作

成してきた。プロジェクト期間の後半では、これらの文書に基づき、現場レベルでの実際の運用

をさらに進めていくことが期待される。 

郡における運営維持管理の能力が低いことは、枠組みを実施していくうえでの一つの大きな課

題になっている。例えば、モデル郡のうち 1 郡で、WATSAN 専門職員がまだ採用されていない。

3 郡では、WATSAN 専門職員が雇用されているものの、POs からの財務・技術月例報告書のレビ

ュー等の管理能力は十分でない。郡レベルでの枠組みの実践に向け、WASAC が郡の能力を強化

することを、プロジェクトで支援していくことが望まれる。 

また、現場レベルでの詳細な規則や手続きを策定することも必要である。例えば、POs は運営

維持管理や給水施設の状況に関する報告書を毎月提出しているが、郡はそのデータをどのように

管理するかについて明確な規則がない。プロジェクトの支援により、WASAC RWSS でパイプ給

水施設のインベントリーを作成しているが、郡で給水施設に関するインベントリーの管理やアッ

プデートを行う手順は、今後検討が必要な課題となっている。一方、WASAC RWSS では、郡の

給水サービス管理を支援するため、各郡担当のエンジニアを配置する予定である。WASAC RWSS
は、その業務のモニタリングを行い、これらエンジニアの業務の重複を避け、かつ効果的に行わ

れるようにすることが必要である。これらを含め、運営維持管理の枠組みが効率的・効果的に運
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用されるよう、プロジェクトの支援により、WASAC RWSS と郡が現場レベルでの必要な規則・

手順を策定することが期待される。 

５－３ 郡に対する予算確保の支援 

パイプ給水施設の運営維持管理の実践に関する問題のひとつは、郡レベルに十分な予算がない

ことである。現在、郡では、給水サービスに特化して使用される水特別会計口座を開設する準備

をしている。郡が水特別会計口座を開設し給水サービスの財源に活用できるよう、また郡が給水

サービスのために十分な予算を確保できるよう、プロジェクトと WASAC RWSS の委託契約管理

（Delegated Management Services: DM）ユニットで、さらに支援していかなければならない。 

５－４ PDM の改訂 

先に 5-1 で述べたことに加え、特に、目標値が設定されていない指標等、さらにいくつかの点

につき、PDM（Ver.1）を改訂する必要がある。合同評価報告書の Annex 10 の PDM 改訂案は中間

レビュー中に合同評価チームと日本人専門家、ルワンダ側 C/P で作成したものである。主な変更

点は以下の通り。 

項目 Ver.1 Ver.2 修正案 備考 
上位目標 ルワンダの地方給水の運

営維持管理体制が定着す

るとともに、東部県全郡

における地方給水施設の

稼働状況が改善される。

ルワンダの地方給水の運

営維持管理体制が実施さ

れる。 

実施体制が承認・採用され

れば、全国に普及されるの

で、東部県に限定する必要

はない。 

上 位 目 標 の

指標 
1. 東部県の全郡におけ

る地方給水施設の稼

働 率 が XX% か ら

XX%に改善する。 

削除 東部県に限定する指標なの

で削除する。 

2. 東部県の全郡におけ

る安全な水へのアク

セス率が、XX%から

XX%に向上する。 

削除 アクセス率の向上は、新規

の施設建設によるところも

大きいが、本プロジェクト

のスコープには新規施設整

備は含まれていない。また、

2020 年までに 100%のアク

セスという国家目標が設定

されており、上位目標の達

成時期（本プロジェクトの

終了後 2～3 年となる 2022
年頃）におけるアクセス率

の目標を設定するのは妥当

ではない。 
3. 東部県の全郡におい

て標準化された報告

書が定期的に提出さ

れる。 

1. ルワンダの全郡にお

いて、POs からの標準化

された報告書が定期的に

提出される。 

東部県を全国レベルに修

正。 

 1. ルワンダの全郡にお

いて、モデル委託契約に

基づき認可された POs に

全国における達成度を測る

指標として追加。 
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より全ての地方給水施設

が運営される。 
プ ロ ジ ェ ク

ト 目 標 の 指

標 

1. 地方給水施設の運営

維持管理の実施体制・枠

組みが WASAC により承

認される。 

1. 地方給水施設の運営

維持管理の実施体制・枠

組みが SWG により承認

される。 

実態に合わせ、WASAC を

SWG に修正。 

2. 成果 2 で策定した国

家ガイドライン・マニュ

アルが WASAC により承

認される。 

2. 成果 2 で策定した国

家ガイドライン・マニュ

アルが SWG により承認

される。 

実態に合わせ、WASAC を

SWG に修正。 

3. WASAC RWS の郡に

対するトレーニングプロ

グラムや技術支援マニュ

アルが WASAC に承認さ

れる。 

削除 成果 3 の指標とすることが

適当である。 

成果 3 の指標 3-1. XX 人 の WASAC 
RWS 職員がトレーニン

グを受ける。 

3-1. WASAC RWSS の職

員全員がトレーニングを

受ける。 

 

 3-3. 郡に対するトレーニ

ングプログラムや技術支

援マニュアルが WASAC
に承認される。 

Ver.1 のプロジェクト目標

の指標 3 を成果 3 の指標の

一つとする。 

成果 4 の指標 4-1. モデル郡において、

ガイドラインやマニュア

ルに基づいて給水施設の

運営維持管理が行われ

る。 

4-1. モデル郡において、

ガイドラインやマニュア

ルに基づいて給水施設の

運営維持管理が行われ

る。 

この指標に関しては、以下

の 2 点の指標を設定。 

4-1-1. モデル県におい

て徴収した上納金が地方

給水サービスに適切に使

用される。  

郡の給水施設の運営維持管

理能力を示す指標として設

定。 
 

4.1.2. モデル郡におい

て月例報告が運営維持管

理計画策定のために適切

に活用される。 

郡の給水施設の運営維持管

理能力を示す指標として設

定。 

4-2. モデル郡において、

給水施設の稼働状況が改

善される。（断水期間が

XX 日から XX 日に改善

される、給水施設の稼働

時間・日数が XX から XX
に改善される、水質（大

腸菌、塩素の分析）、原価

回収率（無収水率が XX%
から XX% に改善され

る）、WSP の財政状況（収

益率が XX%から XX%に

改善される）等。ベース

ライン調査の結果に基づ

4-2. モデル郡において、

給水施設の稼働状況が改

善される。 

パイプ給水施設の稼働状

況・運営維持管理状況を示

す指標 4 点を設定。 
4-2-1. 故障時のダウン

タイムが短縮される。 
稼働状況を具体的に示す指

標として設定。 
4-2-2. 残留塩素のルワ

ンダ飲料水基準の適合率

が向上する。 

運営維持管理状況を具体的

に示す指標として設定。 

4-2-3. 水利用者からの

年間料金徴収率が向上す

る。 

給水施設の運営維持管理状

況の指標として設定。 

4-2-4. POs からの上納

金の年間徴収率が向上す

る。 

POs の運営維持管理業務の

状況を示す指標として設

定。 
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き決定） 4-3. モデルサイトのポイ

ント給水施設の運営状況

が改善する。 

ポイント給水施設の運営状

況を示す指標を 2 点追加。

4-3-1. ポイント給水施

設における活動している

WUC の数が増加する。 

水委員会の活動状況をはか

る指標として設定。 

4-3-2. 郡の運営維持管

理費の年間徴収額が増加

する。 

郡における給水施設の運営

維持管理能力をはかる指標

として設定。 
 

外部条件と成果 4 の指標 4-2 と 4-3（定量的指標の設定の有無）については、専門家チームとル

ワンダ側が引き続き検討を行い、2017 年 7 月の PIC で協議を行い、2018 年 3 月の SC で正式に修

正を確認する予定である。 

５－５ 能力開発の継続とキャパシティ・アセスメントの実施 

日常業務に必要なスキル・知識に関し、C/P の能力を確認するため、プロジェクトでは、フェ

ーズ 2 の初めの 2016 年に（自己評価による）能力アセスメントを実施した。アセスメントは、

C/P が自分の強みや弱点を理解し検討するよい機会となった。自己評価によるものではあったが、

このアセスメントの結果から、プロジェクトで必要となる研修プログラムを作成するための有益

な情報が得られた。中間レビューでは、研修プログラムは C/P の能力強化に貢献していると考え

られており、これまでのところ、研修に関する重大な課題は特定されていない。 

今後もこのプログラムに沿って、C/P がさらに能力を強化していくことが期待される。そこで

フェーズ 3 の開始前までに、プロジェクトでキャパシティ・アセスメントを行い、能力向上の度

合いと研修の効果を確認し、必要な場合は研修プログラムを改訂することを提言する。2019 年 6
月頃を予定している終了時評価の前に、能力評価を行うことも必要である。さらに、プロジェク

トでは、主観的（自己）評価のみならず、客観的評価を行うことが望ましい。例えば、ユニット

長や JICA 専門家が職員の評価や面接をし、能力向上レベルを改めて確認するなどである。  

WASAC RWSS でも、このキャパシティ・ディベロップメントの経験を活用して組織的能力の

開発結核を作成し、それを WASAC の年間アクションプランに含めることが期待される。  

５－６ JICA の無償資金協力「第三次地方給水計画」との協力 

JICA の無償資金協力「第三次地方給水計画」によるカヨンザ、ンゴマ、ガツィボの 3 郡でのパ

イプ給水施設の建設はほぼ完了しており、2017 年 7 月から、郡と POs に対する運営維持管理に関

する技術研修（ソフトコンポーネント）が開始される予定である。このソフトコンポーネントに

関し、プロジェクトは「第三次地方給水計画」事業と協力し、プロジェクトで作成したパイプ給

水施設の運営維持管理の実施体制に関するドラフトや研修モジュール、マニュアル等を参照する

よう協力することを推奨する。 

「第三次地方給水計画」で建設した施設が運用を開始した後は、プロジェクトの協力の下、パ

イプ給水施設の運営維持管理実施体制に基づき、郡が運営維持管理状況をモニタリングすること

が期待される。 
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５－７ プロジェクト活動への継続的協力 

C/P は、JICA のプロジェクトの能力強化という概念を理解しつつあり、専門家と C/P のチーム

は、より緊密に協力するようになっている。この協力によって、研修モジュールやマニュアル、

国家ガイドラインの策定や研修の実施等の具体的成果が見られるようになった。しかしながら、

郡向け技術支援マニュアルや新しい研修モジュール作成等の活動は、当初予定より若干遅れてい

る。 

この要因のひとつは、C/P が多くの業務を抱えており、プロジェクト活動に十分な時間を割け

ないことにあると考えられる。この状況は理解できるものであるが、C/P が専門家との活動によ

り関与できるようになることが望ましい。 

(了)
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面談記録 

日時 6 月 12 日 10:00-12:00 

場所 WASAC 執務室（局長室） 

面談相手 Ms. Marie Joseé MUKANYAMWASA Director of RWS/Project Manager 

面談者 籠田所員、Jean 所員、吉川総括、石田副総括、田中、評価委員 4 名 

概要 
（籠田所員より、ミッションの説明、スケジュールの説明など） 
 
・WASAC は、組織変更を経て、今の体制になったものであるが、プロジェクト開始時には

一連の組織改編が終わり、都市給水部門と村落給水部門の２つの Directorate を有する体制

が整っていた。 
・現在、さらに組織を強化するため、１）27 名のエンジニアを郡レベルの運営維持管理担

当に配置する、２）M&E specialist を 1 名、３）MIS Board に 1 名を配置し郡のデータを強

化することを計画している。27 名の郡担当エンジニアは、WASAC に配置され郡を支援す

る。 
・RWASOM は、ユニットを cross cutting するプロジェクト。運営維持管理、ガイドライン

作成、研修モジュール作成、技術支援、データマネジメント、水質管理など、プロジェク

トの活動は有用。Tender document に関する資料は、今あるのは世銀が 10 年前に仏語で作っ

たもので、これを英語とルワンダ語に訳している。 
・ポイント給水は 30％しか機能していないので、運営維持管理を強化する必要がある。 
・システムの持続性とサービスデリバリーの向上が重要。 
 
（この後、評価委員 4 名に評価手法の説明） 
 
 

 

面談記録 

日時 6 月 12 日 13:00-14:00 

場所 WASAC プロジェクト事務所 

面談相手 大江里佳 短期ボランティア（コミュニティ開発） 

面談者 田中 

概要 

・2016 年 7 月まで、カヨンザ郡のセクターに 3 代目の JOCV として配属されていた。任期

終了後、短期ボランティアとして 2017.1 から 2017.12 まで WASAC の CM ユニットに配属。

担当はいずれもコミュニティ開発。 
・カヨンザ赴任中は、マネージャーと一緒に住民指導に回り、井戸の修理や WUC の運営を

指導した。住民はテクニカルなことには関心が高く、井戸を自分たちで修理できるように

なった。またパーツ代の集金などを住民と行った。WUC はボランティアで 5 名くらいのメ

ンバーがいた。WUC がない地域よりは、住民で管理する体制ができていた。 
・セクターから WUC への支援はあまりなかった。セクター事務所は、10 名程度の officer
と 4 つのセルから 2 名ずつの職員（executive と officer が 1 人ずつ）が配置されていたが、

水担当者がいなかった。2016 年に郡に WATSAN Officer が配置されたが、管路給水の方が
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優先業務になっている。郡からセクターに対する業務として、inspection が来るが、普段は

特に巡回やサポートがあるわけではない。郡に対して話に行っても、あまりリアクション

がなかった。 
・郡には協力隊が１名配属されていた。 
・水の防衛隊は、四半期に 1 度会合があり、技術的なことに関するワークショップを行っ

たりした。 
・現在の配属先の WASAC の CM ユニットでは、WUC のサポートを担当している。RWASOM
のプロジェクトとは情報共有を行い、プロジェクトの調査結果をもらったりしている。 
・以前は WUC という概念がなかった。PO が管理する給水施設には、PO が雇用する Tap 
Manager がいて、住民が水を汲みに来るたびに水タンクの料金を徴収する。しかしながら、

給水施設をあける時間になっても、Tap Manager が来ていなかったり、問題に対応しなかっ

たりするので、Tap Manager とは別に、住民 3 名のボランティアからなる WUC を組織する

ようになった。これは、最近ルワマガナで始まったばかり。 
・ポイント給水では、WUC が組織される。メンバーは、湧水では 5 名、井戸は 5 名プラス

technician が 1 名。メンバーは住民の選挙で決めるが、メンバーになりたがらない人もいる。

ポイント給水の WUC の課題は料金の徴収。月額 500F くらいのところが多いが、住民には

井戸にお金を払う概念がない。井戸管理に関する知識はあってもお金を払わない人がいる。

WUC のお金で井戸に security の人をおき、徴収リストを渡して、お金を払わない人には水

を汲ませないという強制措置をとると、払うようになった例もある。技術面では、1 週間く

らいで故障を修理している。井戸の周りに家畜よけの囲いをつけるなどの作業が十分でき

ていないこともある。 
・WASAC の CM ユニットは、コミュニティに対し適切な指導を行えるように郡を指導する

部門。CM ユニットの職員は、WUC が設立されると、最初だけ現地に行って指導するが、

その後は JOCV がフォローしている。 
・WUC に関しては、設立そのものが目標になっているようで、数は増えているが、機能し

ていない。 
 
 

 

面談記録 

日時 6 月 12 日 14:00-15:00 

場所 WASAC 執務室（O&M ユニット） 

面談相手 Mr. Emmanuel NIWENSHUTI, Head  
Mr. Alexis DUSHIMIMANA, Officer 

面談者 田中、評価委員 4 名 

概要 

・O&M ユニットの業務は、村落給水衛生に関し、郡の計画をサポートする。具体的には、

新規の給水施設の建設や既存施設のリハビリ、運営維持管理、Water Service Provider の支援、

井戸の維持管理、施設のリハビリに関する調査等に関するもの。 
・村落給水に関する課題は、施設の老朽化。使えなくなっている施設が多い。また、WSP
が professional でない。PO に委託すること自体が新しいコンセプトなので、技術面・運営

面での能力強化が必要。 
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・プロジェクト全体の進捗は順調。４つのアウトプットで成果を出している。WASAC スタ

ッフの研修、ベースライン調査、PO スタッフの研修など有益だった。 
・関係機関の協力体制はよい。郡に、District WASH Board ができた。これにより、プロジ

ェクトで想定していた District Forum の役割は、District Board が担うことになったので、DF
は不要になった。これは、直近の SC で提案があり承認された。 
・ポイント給水で困難なのは、利用者が広域にわたっていること。水はただなので、維持

管理費が捻出できないこと。 
・無償資金協力は、順調に進捗している。 
・プロジェクトでは、村落給水に関する研修モジュールを作った。ベースライン調査の活

動を通じて分析・データ活用などの能力強化がされた。 
・機材は、水質キットを PO が使っている。これは郡が所有し、PO に貸与している。その

他、漏水探知、水圧測定、塩素注入等の機材を待っている。 
・本邦研修では、給水管理の手法、井戸の維持管理、水質管理、低コストの水処理、デー

タ分析ソフトウェアの設計等を学んだ。学んだことは、WASAC のアクションプラン作成な

どに取入れた。 
・プロジェクトの研修により、組織体制の全てのレベルで能力は向上している。TOT でト

レーナーが養成された。オーナーシップも高まっているので、持続性は期待できる。さら

なる能力強化は JICA からのインプットに係っている。Standardized tender document ができ

たこと、PO の選定手順が明確になったことなども成果。  
・財政面では、アクションプランを作り、政府にファンドを要求していく。水へのアクセ

スは、SDG の点からも政府のコミットが高く、そのための運営維持管理の強化は重要、こ

れまでの調査で必要な対策が明らかになったので、必要な予算が確保できるのではないか。

 
 

 

面談記録 

日時 6 月 12 日 16:00-17:00 

場所 WASAC 執務室（RM ユニット） 

面談相手 Mr. Eugene NDAHIRO, Head  
Ms. Jeanine UWIMANA, Officer 
Mr. Theophile NSHIMYUMUREMYI, Officer 

面談者 田中、評価委員 4 名 

概要 

・このユニットの役割は、計画、モニタリング。計画策定は、郡、コミュニティ、セクタ

ー等と協力したジョイントセクター・ミーティングとして行う。MININFRA とも協力する。

・WASAC の業務遂行の課題は、財政面でも技術面でもリソースが不足していること。 
・プロジェクトには、ユニットとして計画策定に関与しているが、予算は higher level で決

まるので、予算が問題。プロジェクトの車はあるが、交通費などもない。 
・プロジェクトは 4 郡で実施しているが、4 郡以外では問題が多く、他郡への普及は課題。

プロジェクトの知識を移転していかなければならない。 
・プロジェクトの運営は順調。毎週計画を確認し、モニタリングシートは、専門家と CP で

検討している。 
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・研修は現場で実施することが有益。その意味で本邦研修はよかった。対象郡の担当者を

本邦研修に派遣したが、この選定はよかった。日本での実践を見て、この国に不足してい

ることが認識できた。 
・プロジェクトのさまざまな研修でデータのスキル（情報蓄積など）、研修アセスメントの

ノウハウが向上した。TOT で PO の研修などができるようになった。郡の担当者のレベル

は上がっている。コミュニティの能力が課題。コミュニティをモビライズするのは郡の責

任。 
・まだ WATSAN Officer が着任していない郡があるが、次期プランの予算には計上されてい

る。村落給水は郡の責任。 
・プロジェクトで策定しているアクションプランやフレームワークは、Thematic working 
group で検討している。これらはファイナライズされたあと、MININFRA の Water and 
Sanitation Sector Forum（日本、UNICEF 等がメンバー）で検討する。 
・他地域への普及については、知識の適用はすでに他地域でも行っている。プロジェクト

で研修した WASAC のスタッフは他の地域も担当しているので、普及していける。そのた

めに日本からの技術移転がもっと必要。他地域へのノウハウの普及やそのための予算の確

保については、セクターグループミーティングでも働きかけていく。 
・無償資金協力には、アプレイザル時に検討チームに入っていたが、その後は直接関わっ

ていない。CM ユニットはソフトコンポーネントで関わっているようだが。 
・水分野での他のドナーとしては、UNICEF による WASH の活動がある。 
・ポイント給水は村落部では重要。フレームワーク文書に盛り込んでいく。  
 
 

 

面談記録 

日時 6 月 13 日 8:00-9:00 

場所 WASAC 執務室（DM ユニット） 

面談相手 Ms. Marthe K.NIMUGIRE  Head  
Mr. Bosco J. Basemba  Officer 
Mr. Alphonse MANIRAGABA Officer 
Mr. Jena de Dieu NDAMAGE Officer 

面談者 田中、評価委員 1 名  

概要 

・ユニットの役割は、村落給水施設維持管理のマネジメントで、郡のマネジメントをサポ

ートする。郡はインフラの所有者であり、これを維持管理する PO を、郡がリクルートする。

DM ユニットは、このプロセスを郡の WATSAN officer を通じてモニタリングする。郡は、

PO の TOR を検討し入札図書を作成する、PO が契約内容を遵守しているかのモニタリング

を行うなどするが、これらのプロセスも DM ユニットでサポートする。郡は DM ユニット

に毎月所定のフォーマットにより報告を上げるので、これに対しユニットからフィードバ

ックを行う。 
・こうしたプロセスをプロジェクトでドキュメント化している。バージョン 0 が提示され

たあと、Thematic Group（SWG の分科会）でユニットからさまざまなインプットをした。

引続き研修をしつつ validation を行う。このプロセスに MININFRA も参加している。プロ
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ジェクトチームで策定しているドキュメントは、わかりやすく使いやすい。 
・問題がある PO の契約を打ち切ったことは、これまで時々あった。RURA の規定で、1 郡

に最大 2 社までの PO としか契約できないことになっている。 
・PO のプロフェッショナルなキャパシティはまだ問題。郡のキャパシティも十分でない。

しかしながら、RWASOM で運営維持管理、social mobilization 等の研修を行い、ここ１年で

能力は向上した。水質管理の研修は東部のみで実施しているが、これは全国に拡大してほ

しい。ユニセフも PO の研修を行っており、これも有効だった。 
・本邦研修は、村落給水の管理、小規模給水施設の管理、水質モニタリング、PDM などが

有用だった。 
・（RWASOM の C/P 研修でなく英語圏アフリカの水分野研修の参加者より）東京都水道局、

香川県の participatory water management、水の科学館などが興味深かった。帰国後 PCM の研

修を、WASAC でも実施した。 
・プロジェクトの便益の普及は可能。プロジェクトでは、ソフト面にフォーカスしておりそ

の手法は継続して実施できる。プロジェクトの教訓を普及したい。しかしながら、水へのア

クセスにはインフラが不可欠だが、その整備には予算が必要。施設整備に関連して、郡の施

設のマッピングを行っている。他の郡でも行いたいが、フィールド調査の予算がない。 
・郡は、さまざまな地域の課題を扱っているが、水の担当者は 1 名しかいない。このため、

WASAC での予算で 27 人のエンジニアを常勤で雇用し郡のフォローアップを行っていく予

定。リクルートのプロセスが開始されているが、実際の採用はまだ行われていない。 
・4 郡のうち、WATSAN Officer が 2 郡にしか配置されていなかったが、残り 2 郡のうち、

キレヘには近々着任予定（注：インタビューでのコメント。すでにキレヘの WATSAN Officer
の質問票回答が届いている）。ルワマガナがまだ。 
 
 

 

面談記録 

日時 6 月 13 日 9:00-10:00 

場所 WASAC 会議室 

面談相手 Ms. Gisele UMUHUMUZA  Deputy CEO 
Ms. Marie Joseé MUKANYAMWASA Director of RWS 

面談者 籠田所員、Jean 所員、吉川総括、石田副総括、田中、評価委員 4 名 

概要 

（籠田署員より、中間レビューのスケジュールについて説明。田中より、評価の手順につ

いて説明。） 
 
・28 日のステアリング・コミッティーは、現在のスケジュールでは午前中になっているが、

予定が変わる可能性があるので、フレキシブルに対応してほしい。 
・今回の調査にあたっては、双方で solution を見つけていきたい。 
・指標は、定性的なものも定量的な分析に基づき混乱がないようにしてほしい。 
・WASAC の組織は、国家計画戦略に基づき、2014 年から改編をしてきた。当面は大幅な

改編はない見込み。改善のため若干の部署の整理などはありうるが、基本的な業務と部署

は変わらないだろう。都市給水・村落給水ともに重要と考えている。村落給水にさらにフ
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ォーカスし強化していく。副 CEO が着任したのもその一環。運営維持管理、モニタリング

を強化していく。村落部では、dynamic な動きが出ている。SDG の達成などのコンテクス

トの中でプロジェクトを運営していくこと。 
・VISION2020 は、MDG の 2015 年達成を念頭に、国内の課題と国際的な課題に対応しよう

としていた。現在は SDG に変わっており、アクセスの目標はこれに対応しているものであ

るが、水が available なだけでは十分でない。現在、VISION2050 に向けた戦略の検討を開始

しており、2020 から 2050 の間の中期計画として、2018 年からの Sector Strategic Plan
（EDPRS-3）のセクターレビューがすでに始まっている。ここでのターゲットは、より難

しい課題をめざしたものとなる。完全なアクセスに加え、持続性を確保していかなければ

ならない。 
 
 

 

面談記録 

日時 6 月 13 日 14:00-15:00 

場所 WASAC 執務室（CM ユニット） 

面談相手 Mr. Joseph Poers M. Kajiwabo Head 
Ms.NoéllaM. DUKUZUMUKIZA  Officer 
Ms. Angele UMUTONI Officer 

面談者 田中、評価委員 2 名 

概要 

・ユニットの業務は、WUC の設立と活性化、Community mobilization。担当者は 3 名いて、

地域で担当が分かれている。 
・課題は、地方自治体（郡、セクター、セル、ビレッジの各レベル）のオーナーシップ、

コミュニティの sensitization。これらが十分でないために持続的な管理ができていない。 
・WUC に関しては、特にマインドセットが問題。知識も責任感も欠けており、施設を修理

することができない。WUC は新しいアプローチで、住民には水の利用料を払うという概念

がない。 
・JICA ボランティアとは、WUC のフォローアップをしたり、学校を回って衛生教育を実

施するなどしている。 
・学校で衛生教育を行い、生徒をモビライズしようとしている。本邦研修で、学校で子ど

もに衛生・環境教育を行っている様子を見て興味深いアプローチだと思ったが、ルワンダ

では難しい。 
・WUC やコミュニティの強化に協力している他ドナーには、World Vision、WaterAid、Water 
for People などがあり、WUC の研修等を行っている。 
・プロジェクトの研修では、モニタリングの手法、プロジェクトデザイン、井戸の運営維

持管理などの点でキャパシティが向上した。これらの知識は、WASAC から郡に移転してい

きたい。郡の研修やフォローアップをするために必要な交通費などの経費は、十分に予算

がある。研修で使うドキュメントはわかりやすい。 
・PO が管理する施設の WUC は、Tap Manager のモニタリングも行い、問題があると報告を

する。 
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面談記録 

日時 6 月 14 日 9:00-10:00 

場所 ルワマガナ郡事務所会議室 

面談相手 Mr. Henry KAKOOZE Executive Secretary 

面談者 Jean 所員、Iriho アシスタント、田中、評価委員 4 名 

概要 

（Vice Mayor と面談予定だったが、急な別件により、Executive Secretary と面談。初めに、

Jean 所員より、プロジェクトの概要を説明） 
 
・水分野での課題は、運営維持管理全般、特にインフラの維持管理、コミュニティのオー

ナーシップ。不適切な維持管理から放置される施設がある。WUC は訓練されておらず、水

栓があっても受益者のオーナーシップの欠如から維持管理ができず放置されているケース

がある。 
・PO は MKM が担当している。PO に関しては、入札、法的手続き等には問題ない。PO の

契約は 5 年間。 
・WASAC からは、必要な時に支援を得られている。 
・水分野の郡の政策は、国家レベルの政策に基づき策定している。現在は、EDPRS の水分

野の内容に基づき、郡の 5 か年計画があり、WASAC とのパートナーシップにより 2018 年

までに 100%のアクセスを目指している。 
・カバー率の観点からは、管路給水が重要。管路給水に比較すると井戸の重要性は下がる

が、機能していない井戸が多いので、井戸の維持管理を向上させることは必要。 
・給水へのアクセスの向上には、施設の運営維持管理の向上が不可欠だが、それは PO のキ

ャパシティに係っている。 
・District Water Board は、District Council によりメンバーが任命されている。メンバーは、

WASAC、PO、郡の経済担当、District Council から計 7 名。四半期に１回会合を持つ 
・郡のスタッフは 85 名。17 のセクターにわたる業務を扱っており、規定では、これら業務

を 15 のユニットで担当することになっているが、実際は、4 人のユニット長（director）し

か配置されていない。スタッフ配置のための予算が十分ないことが問題。 
・水料金徴収による収入を給水施設の維持管理費に充当するための Water Revenue Account
が創設されている。一般予算では、他のインフラ施設もあわせた予算費目から水関連施設

の費用も捻出しないとならないが、このアカウントに入るお金は、給水施設の維持管理に

特化して使えるため、施設の改善につながることが期待できる。 
・PO、コミュニティのレベルでキャパシティビルディングは重要。JOCV の活動はキャパ

ビルの機会になっている。 
 
 

 

面談記録 

日時 6 月 14 日 10:30-11:30 

場所 ルワマガナ郡事務所会議室 
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面談相手 Ms. Olive MUKANDAYISHIMIYE,  District Infrastructure and Property 
Management Engineer 

面談者 Jean 所員、Iriho アシスタント、田中、評価委員 4 名 

概要 

（面談者は、2015 年 4 月にインフラ担当として着任。水・電力・運輸などあらゆるセクタ

ーのインフラを担当している。インタビューは英語と現地語で実施。現地語は Jean 所員が

通訳） 
 
・プロジェクトの実施プロセスは、順調とは言えない。5 種類グループの研修があるはずだ

ったが、まだ 3 グループしか実施されていない。 
・District Water Board は、経済担当、学校代表者、軍・警察代表者、利用者代表者、PO、開

発パートナーなどからなっている（注：メンバーは Executive Secretaryの説明と若干異なる）。

年 4 回会合を実施。議題は、PO からのレポート、地域の給水に関する課題など。PO から

の報告書は、District Council に提出され、コピーが RURA、WASAC、MININFRA、Mayor
の 4 者に配布される。 
・給水施設が機能しないのは、予算の問題による。維持管理に必要な予算は、郡のインフ

ラ維持管理費として、年に 8000 万 RWF 程度。これは、市場や保健施設の整備も含む。給

水施設の修理は、マイナーなものは、PO が契約の中で行うが、大規模な修理は郡の責任に

なっている。郡にはそのための予算がない。 
・この地域で水分野の協力を行っているのは日本だけ。 
・プロジェクトの研修は有用だった。PO の管理などがやりやすくなった。修理などテクニ

カルなものも理解できた。Practical なものがもっとあるとよい。 
・PO にとっても研修は有益だった。前は professional な仕事ができていなかった。研修に

より、運営維持管理全般のスキルや報告書の書き方などが上達した。技術的能力も向上し、

水質分析などができるようになった。ただし、塩素システムなどのツールがないのが問題。

・今後スケジュール通りに進めば目指していた成果が達成できるだろう。将来的なインパ

クトについては、PO が入札で変わるので、同じノウハウを伝えていけるかが課題。PO を

サポートする郡の能力にもかかっている。 
・WUC は、オーナーシップの醸成が課題。コミュニティにキャパシティがないので、施設

が機能しない。井戸修理のための技術的支援が必要。PO にも井戸修理のノウハウが必要で

あるが、PO は入札で変わるかもしれないので、コミュニティの技術者（technician）を育成

することが必要。 
・プロジェクトの研修のマニュアルは活用している。PO も使っている。 
・プロジェクトへの今後の要望としては、予定のタイムラインをキープしてほしい。また、

mayor、vice mayor を通すので、各種文書が回ってくるのに時間がかかる。 
 
 

 

面談記録 

日時 6 月 14 日 13:30-14:30 

場所 MKM 事務所 

添付資料2

 
A2-8



面談相手 Mr. Tharusse KIRENGA   President 
Ms. Josiane NYIRAHABINEZA  Secretary-Accountant 

面談者 Jean 所員、Iriho アシスタント、田中、評価委員 4 名 

概要 

（面談は、Jean 所員と評価委員の通訳により行った） 
 
・MKM は、2007 年に Association として設立され、2009 年に 64 名のメンバーを持つ

Cooperative となった（Cooperative は利益を出せる団体）。2015 年に国家登録された National 
Cooperative Agency のステイタスになり、2017 年に RURA からライセンスを授与された。 
・現在 64 名のメンバーがおり、役員は、Executive が 5 名、Audit Committee が 3 名、

Administration Committee が 5 名、Staff が 20 名となっている。 
・2008 年に緊急措置として、正式な手続きによらずに委託業務を行ったことがあるが、今

回は、2015 年に正式に PO に選定された。1 年の契約で更新ができる。すでに 2 年の契約延

長を申し入れた。 
・担当地域は、郡内の 6 つのセクターのうち 3 セクター。対象地域の受益者は 44,000 人。

各戸給水が 263 か所と公共水栓が 69 か所ある。 
・JICA には PUERA-SANI プロジェクトで運営維持管理のサポートを受けた。 
・維持管理上の課題は、10 年以上の古い施設が多いこと。ポンプ交換の必要があるが（ポ

ンプの耐用年数は 10 年）、このような大規模リハビリは郡の責任になる。しかしながら、

予算がないため実施されていない。Special Water Account が創設されているので、そこから

予算が出ればよい。また、稼働している施設でも 1 日に 5 時間くらいしか給水できず、当

初の半分くらいの供給量である。このため、収入が見込みより少なくなっている。郡に収

入に応じた上納金を払わなくてはならないのだが。 
・PO の契約では、郡が、PO とコミュニティのサポートを行うことになっており、PO から

定期的にレポートを送付して問題を報告している。緊急の場合には、郡のインフラ担当や

WASAC に直接連絡をとっている。郡はコミュニティに対しては、意識向上を図ることにな

っている。 
・施設の修理、会計、運営全般など、キャパシティ強化が必要。RWASOM のテクニシャン

の研修には、この PO から Top engineer の 1 名が参加した。研修を受けたテクニシャンの技

術は向上している。ポンプ修理、塩素装置の取扱いなどができるようになった。この人が

セクターの他のテクニシャンに hands-on で教えているが、RWASOM の研修と同じようには

できないので、もっと多くの人を研修に参加させたい。プロジェクトの研修スケジュール

が遅れているようだが、技術研修は優先順位が高い。 
・水料金は 100%徴収できているわけではない。徴収しない人のフォローをして支払いを促

す担当の人がいる。 
 
  

 

面談記録 

日時 6 月 14 日 15:00-16:00 

場所 無償プロジェクト事務所 

面談相手 堀内和子担当（施工監理） 日本テクノ 
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面談者 田中 

概要 

・無償プロジェクトでは、公共水栓 75 か所を建設。1 か所に 1～2 の水栓が設置されている

タイプ。 
・ソフトコンポーネントでは、郡－PO－住民のレベルでキャパビルを行う。郡から順に始

め、現在 PO を選定し PO の研修を行っているところ。 
・WASAC からの要望により、当初計画に community mobilization が追加され、WUC の立上

げを支援することになった。 
・技プロとの連携に関しては、技プロで作成した資料を使って、無償のソフコンの研修を

行うことが想定されていた。しかしながら、技プロの進捗とスケジュールが合わず、ソフ

コンの研修で技プロの資料を使うことができなかった。これは、技プロでベースライン調

査に時間をかけたため進捗が遅れ気味で資料が完成していなかったこともあるが、承認さ

れていない資料は研修で使わないという WASAC の方針にもよる（技プロの研修資料のド

ラフト版はできている）。このため、PO の研修では再委託先が作った資料を使った。 
・想定されていた連携活動はできなかったものの、技プロとの情報共有は適宜行っていた。

・現状では、無償と技プロは別案件として動いている。なので、その中で可能な範囲での

連携ということになり、このケースのようにそれぞれの案件の進捗の中で双方のスケジュ

ールが合わないと効果的な連携は難しい。 
・無償案件の進捗は順調だった。WASAC では、インフラ建設に関しては Development、ソ

フコンは RWS（マリ・ジョゼ）が窓口になっており、協力的でコミュニケーションも円滑

だった。郡の対応は、郡によって若干違いがあった（ガツィボがしっかりしている）。 
・郡のスタッフは、スーパービジョンやサポートについて、ソフコンの研修で理解したと

思われる。PO は、今研修中だが、これまでのところ、修理等の技術面（down time など）

でも顧客対応のサービスの点でも、利用者からの不満の声があり評価が低い。 
 

 

 

面談記録 

日時 6 月 15 日 9:00-10:00 

場所 UNICEF 事務所 

面談相手 Mr. Jean Marie Vianney RUTAGANDA, WASH Specialist  

面談者 田中、評価委員 3 名 

概要 

（アポの連絡が UNICEF 側に伝わっていなかったようで、訪問時に混乱があったが、その

場で面談を受け入れてくれた） 
 
・RWASOM のプロジェクトは、水セクターにとって welcome。 
・給水率は、UNICEF や WHO で直接調査したわけではないが、既存データでは、統計によ

り差があり、Living Condition の調査では 85%、Demographic Health Survey では 70%台であ

る。成果を出していくことが重要。 
・水道料金は、コミュニティによって受け取り方が異なっており、貧困層には厳しいもの
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になっている。貧困層にもアクセスできるような設定が必要。 
・運営維持管理が重要課題。この点で JICA は比較優位を持つのではないか。維持管理を

PO に委託したことで、PO に対する知識・技術面でのキャパビルが必要になっている。郡・

PO に対する JICA のキャパビルは、SWG で評価されている。 
・UNICEF でも、キャパビルを行っている。政府のコミットメントも高く、JICA のキャパ

ビルとあわせ全体として成果が出ている。 
・UNICEF のキャパビルは、西部 2 郡と北部 2 郡で、郡、PO、コミュニティに対し実施し

ている。PO に関しては、契約における評価やモニタリングに関する郡のプロセスが向上す

ることが必要。 
・このほか、10 郡における Early Childhood Development の枠組みの案件でも、PO とコミュ

ニティのキャパビルを行っている。 
・次期 5 か年計画（EDPRS）でも、PO の強化が優先課題になっている。その他、同計画で

は、セクターのファンドの増加（世銀等）、水への「equity, efficiency, effective」なアクセス

の拡大、affordable な衛生サービス等が挙げられている。 
・RWASOM で作成した文書は、SWG でブリーフィングされ、参加者からのコメントを行

った。SWG で承認されれば、mandatory に使用されるものとなる。これは、各機関の支援

の harmonization の一環。 
・SWG には 20 以上の団体が参加している。JICA は SWG の Secretariat も担当している。 
  
 

 

面談記録 

日時 6 月 15 日 11:00-12:00 

場所 FEPEAR 事務所 

面談相手 Mr. Cyprien REBIKWEKWE  Chairperson 

面談者 Iriho アシスタント、田中、評価委員 2 名 

概要 

・2011 年に設立され、2013 年にローカル NGO としてルワンダ政府に登録された。メンバ

ーは設立当初 39 団体だったのが、2015 年には 43 団体に増えた。その後、給水施設管理政

策の変更により、1 郡で契約する PO は 2 社までとなったため、1 社で複数の郡を担当する

PO が増えたことから、現在は FEPEAR の加盟団体は 18 になっている。郡との契約を持っ

ていても加盟していない PO もある。 
・FEPEAR は、PO のアンブレラ団体で、政府に対するアドボカシー、WATSAN 分野のパー

トナーとの情報共有、FEPEAR 総会での経験の共有等を行っている。PO に対するキャパシ

ティビルディングも行っている。これはプロジェクトと同様 6 つの研修モジュールを使っ

て現地のトレーナーが行う。 
・FEPEAR の会長（chairperson）は無給のボランティア。会長は郡との契約を持っているこ

とが条件。役員会（board）メンバーには、会長、副会長、書記、会計、アドバイザーがあ

り、FEPEAR 内に調停委員会（arbitration committee）、監査委員会（audit committee）が組織

されている。運営費は、加盟団体からの contribution による。 
・PO の業務に関し問題なのは、契約を締結した後、給水施設から水が十分に出ないこと。
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契約地域のポンプの設計がエンジンと適合せず機能しないこともあった。契約は、郡、PO、

WASAC の 3 者によるものだが、郡はあまり介入せず故障が起きても対応してくれない。 
・継続的なキャパシティビルディングが必要。FEPEAR でも研修は行っているが、研修を

受けたスタッフが離職することが多いので、継続的に研修が必要になる。離職したスタッ

フは、技術系は他の水関係の機関に、事務系で会計等の研修をした者は政府機関などに行

くことが多い。 
・EU とオランダの機関が協力していたキャパビルのプロジェクトは 2015 年に終了した。

EU の研修は効果的で、それ以前の PO はプロフェッショナルとは言えなかったが、EU の

支援によりキャパシティが向上し、政府の FEPEAR の認知度が上がり、SWG のメンバーに

もなった。その後オランダの NGO の支援で 2016 年に研修があった。これらの研修は全国

レベルであった。RWASOM の研修は全国レベルでは実施していない。 
・PO の活動や研修の成果をモニタリング、フォローアップすることが必要で、これを一緒

にできるパートナーを探している。 
・RWASOM では、PIC にも郡レベルのフォーラムにも参加し、意見をインプットしている。

自分の会社（Ayatake）は、RWASOM の対象 4 郡のうち 3 郡で契約している。 
・プロジェクトの運営は、スケジュールを遵守しプロフェッショナル。プロジェクトの活

動により、ハンドポンプの運営維持管理や水質管理ができるようになるなど、スタッフが

訓練された。マッピングもよかった。さらに、水質管理やコミュニティ・モビライゼーシ

ョンの活動を継続してやってもらえるとよい。 
・郡は水やインフラの現状を知らない。キレヘは、5 セクターで JICA の支援が入ったので、

施設が新しく、うまくいっている（注・無償の第二次のことか。若干事実と違うようだが

発言ママ）。カヨンザ、ルワマガナは、施設が古く水が十分に出ない。 
・コミュニティでは、WUC、タップ・マネージャーともに問題。WUC は施設が故障して

もタップ・マネージャーに連絡しない。タップ・マネージャーは、決められた以上の水道

料金を徴収し着服しようとする（水料金が 8F とすると、5 は PO に渡し、3 がタップ・マネ

ージャーの取り分になる）。 
・PO の入札にあたって、審査の対象となるのは、給水施設管理の経験、財務能力、技術評

価。 
・JICA への要望は特にない。プロジェクトドキュメント通りに進めていければよい。 
 
 

 

面談記録 

日時 6 月 15 日 14:00-15:00 

場所 Water for People 事務所 

面談相手 Ms. Perpétue KAMUYUMBU  Country Director 

面談者 田中、評価委員 1 名 

概要 

・RWASOM の National Guideline ドラフトは、見たことがある。PPP を進める中で郡をどの

ように支援していくかというものだった。 
・Water for Life は、北部県で持続的 WASH の完全実施を目指した活動をしている。全コミ
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ュニティを対象に、水・トイレの施設建設、学校の衛生施設の建設、コミュニティ・モビ

ライゼーション等を行っている。水と衛生は切り離せないもので、衛生に関するマーケテ

ィング手法を活用して包括的な活動をしている。 
・水質の向上のため、昨年 21mRWF を投入し、54 の給水施設に塩素注入ユニットを設置し

た。定期的に水質のチェックを行っている。 
・PPP の取組みは少しずつ向上している。これは、郡と PO の責任で進めるべきもの。郡か

らのお金の流れが円滑でなく、ポンプ交換に必要な費用をタイムリーに手当てできず供給

サービスに影響が出ている。PO は利益を挙げないといけないが、郡は設備投資を行ってこ

れを支援しなければならない。 
・ディストリクトワイド・アプローチは、全てのステークホルダーが関与して包括的に取

組むアプローチ。現行の郡開発戦略では、WASH は 1 パラグラフしか言及されておらず、

計画として不十分。これまで郡の計画は、データ分析に基づいて策定するということが行

われていなかった。ディストリクトワイド・アプローチでは、MIS に基づき、インフラの

現状を分析し、その結果を踏まえ投資計画を立案する。インフラは設置されているだけで

なく機能していること、また、水と衛生の両方を計画することが必要。キガリにはないが

郡にはスラムのような地域もあるので、これも考慮する。このアプローチの実施に向け、

現在関係機関のキャパシティ・アセスメントを行っている。アセスメントでは、RWASOM
で作っているツールを改訂して活用できる。個人のスキルだけでなく人員配置としてのキ

ャパシティを総合的に計画する。またモニタリングの仕組みも立案する。資産管理も重要。

こうした包括的な計画・実施は、現在の郡の人員・予算では困難かもしれないが、緻密な

計画に基づき理想的な状況を提示すること自体に価値がある。 
・Water for Life では、このディストリクトワイド・アプローチを 5 郡がパイロットで実施

している。 
・PPP は適切なモデルである。以前コミュニティ・マネジメントを試みたが失敗した。イ

ンセンティブがなかったのが要因。水にお金を払うというマインドセットがなかった。PPP
について的確な理解を持ってもらうことが肝要。 
・RWASOM は維持管理に特化したプロジェクト。SDG 達成のためにはインフラ建設とあわ

せ総合的に取組むことが必要。 
 
 

 

面談記録 

日時 6 月 19 日 10:00-11:00 

場所 ンゴマ郡事務所 

面談相手 Mr. Aphrodise NAMBAJE   Mayor 

面談者 Jean 所員、Radjab アシスタント、田中、評価委員 2 名（同席・WATSAN 
Officer） 

概要 

（面談予定だった Vice Mayor は急用で外出、Mayor が対応してくれた。冒頭、Jean 所員よ

りプロジェクトの概要を説明） 
 
・郡の給水に関する課題は、まず水源から十分な水量がとれないこと（水源自体に問題が
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ある）。次に運営維持管理の問題。コミュニティの人々には知識がない。 
・WATSAN Officer は 1 名着任している。District Water Committee が設置されており、WASAC、
郡の経済担当らがメンバーになっており、定期的に開催している。 
・給水施設のリハビリ費用として、郡全体の予算から今年は 300mF、来年は 124mF を計上

している。 
・給水施設に特化した Special Water Account は、以前はあったが、その後廃止された。現在、

また開設の準備を始めており、財務相の承認を待っている。 
・郡の開発計画では、各世帯から 500m 以内に給水施設のアクセスを得ることが目標になっ

ている。現在アクセス率は 83%。2018 年に 100%を達成するのが政府の目標。予算不足が

問題。 
・PO は技術的なキャパシティが問題。 
・井戸は機能していないものが多い。これは、井戸の設計上の問題によるところが大きく、

井戸の深さが適切に考慮されていない。湖の近くには機能している井戸が多い。 
 
（今次中間レビューのレポートは、郡にも共有してほしい旨、要望があった。） 
 
 

 

面談記録 

日時 6 月 19 日 11:30-12:30 

場所 ンゴマ郡事務所 

面談相手 Mr. Patrick UWIDUHAYE  WATSAN Officer 

面談者 Jean 所員、Radjab アシスタント、田中、評価委員 2 名 

概要 

（面談者は 2016 年 11 月に WATSAN Officer に着任。その前は民間企業で給水施設の運営維

持管理を担当していた。） 
 
・プロジェクトの研修は、2017 年 3 月に参加した。その中で、ハンドポンプの分解・修理

をルワマガナとカヨンザの 2 か所で行った。2 回実習できたことはよかった。トレーナーは

WASAC の職員で、わかりやすく有益だった。 
・プロジェクトの実施運営上の問題としては、活動のあとのフィードバックがもっとある

とよい。また、コミュニケーションがあまりよくない。電話で連絡がくることが多いが、

Mayor を通して文書（official document）で連絡が来ると、郡としてもきちんと対応できる。

文書は 2 日前に届けばよい。 
・無償の給水施設では、コミュニティの人が運営維持管理の知識がないのが問題。 
・PO とは、コミュニティの意識啓発を協働で行っている。PO は十分な知識を持っていな

いのが問題。 
・郡の給水施設維持管理は、以前は 5 つの cooperative が担当していたが、今回 WATRESCO
と契約することになった。今週中くらいに契約締結できる見込み。PO の契約は 5 年間で、

問題がなければさらに 5 年延長できる。問題があって契約を中断したり、満期で契約更新

しない場合は改めて入札を行う。WATRESCO との入札手続きは円滑に進んでいる。同社は
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ライセンスを授与された唯一の会社だった。契約にあたっては WASAC の支援を受けてい

る。

・水に関する課題は、水源の容量が足りないこと。人口増加に水量が追いついていないの

で、sustainable でない。また、塩素注入装置や水道メーターがない。

・District Water Committee は、郡の職員、郡の Joint Action Forum 担当者（全セクターに関し、

援助機関や NGO との調整を行う）、学校・保健施設の代表者、コミュニティ代表者らから

構成され、情報交換などを行っている。直近の会合では、国家政策の dissemination をした。

・プロジェクトへの要望としては、連絡をより密にしてスケジュールを遵守しつつ活動を

行ってほしい。

・その他の業務上の問題としては、交通手段。郡に 80 名のスタッフがいて、1 台の車両し

かない。バイクも使って週に 2 回給水施設の巡回をしている。PO と一緒に巡回することが

多い。

・郡内に公共水栓は 14 か所。うち 2 か所は稼働していない。井戸は 60 か所あるが、稼働

しているのは 8 だけ。WUC は機能していない。稼働している井戸でも WUC がない。WUC
を設立する動きはあり、プロジェクトからのファインディングを待っている。井戸に比較

すると、公共水栓の維持管理状態はよい。ただし、塩素注入装置が設置されていないこと

が問題。改善湧水の数は把握していない。

・プロジェクトの供与機材の話は聞いていない。

・Special Water Account は、財務省に開設認可を要請する公文書を近々発出する予定で、今

月末に開設できるはず。これで、独自の財源ができるので運営維持管理の向上が期待でき

る。

・Mayor が言及していた、郡の一般予算中の給水インフラの予算については、今年は大き

な施設改修が 3 件入っていたので、予算が多かった。来年は 1 件だけの予定なので今年の

半分以下になっている。来年の予算額の方が例年並み。

面談記録

日時 6 月 19 日 16:00-17:00 

場所 WATRESCO 事務所 

面談相手 Mr. Emmanuel TWIZEYIMANA, Director 

面談者 Jean 所員、Radjab アシスタント、田中、評価委員 2 名 

概要

・以前は、この郡では 5 つの cooperative が維持管理を委託されていたが、これらの cooperative
が解散し、WATRESCO 社（Limited company）となり、ライセンスを授与された。2017 年 1
月から入札の手続きを開始しているが、まだ締結されていない。

・WATRESCO のスタッフは、マネージャー、会計、技術者を含め 41 名。

・郡の給水施設の課題は、水源はあるがその水量が減少していること、修理されないまま
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の施設があること。修理について郡に報告しても直してくれない。これは、郡では、水以

外も含めたインフラ予算費目になっていることによる。給水施設だけに使えるファンド

（special account）が 7 月からの新会計年度で発足する予定で、9 月から活用できるようにな

る見込み。 
・管路給水施設では、住民の意識啓発が課題。PO の契約の中に入っているが、なかなかで

きない。また、郡内の 12 の施設のうち、JICA が建設した 3 施設以外では塩素注入装置がな

い。これを設置するのは郡の責任のはず。 
・郡は、PO によるサービス提供が適切に行われているかをチェックし、必要な支援を行う。

郡との関係で問題になっているのは、公共施設（軍、病院等）で水料金を滞納している所

が 10%くらいあること。郡が督促することになっているが。 
・WASAC 本部とは、研修等の際にコンタクトがある。通常は、WASAC の支所（branch）
と連絡をとっている。WASAC の支所は、各市にあり、各支所に 20 人くらいの職員がいる。

WASAC は技術的支援、郡は財政的支援を提供する。 
・プロジェクトの研修では、部品の交換や修理の技術、運営一般等を学んだ。WASAC の職

員がトレーナーだった。研修の時間が不足していたが、研修で扱ったことは習熟できた。

研修で得た技術は、社内の他のスタッフにも伝え、スタッフは修理の技術を習得できた。

これで故障率が低減し、収入が増加する。 
・Tap Manager については、施設周りの衛生管理などの研修をしようとしている。料金徴収

についてももっと研修が必要。 
・FEPEAR では、アドバイザーとして役員を務めている。 
・プロジェクトへの要望としては、研修の計画にもっと関わって希望を盛込んでもらえる

ようにしたい。 
・水利用料金は、RURA が全国一律で決めている。 
 
 

 

面談記録 

日時 6 月 20 日 9:30-10:00 

場所 キレヘ郡事務所 

面談相手 Mr. Jean NSENGIYUMVA, Vice Mayor in charge of Economics 

面談者 Jean 所員、Radjab アシスタント、田中、評価委員 3 名 

概要 

・郡の水へのアクセス率は 68%。キャパシティと投資の不足が問題。給水施設に年間 600mF
の予算をとっているが、まだ不足している。 
・郡では給水施設を維持管理することができないので、PO への委託による施設管理はよい政

策。郡内をクラスタリングして 2 件の PO が選定されており、まだ入札手続きの処理中であ

る。 
・郡の 16 の井戸のうち、10 が稼働していない。修理のスキルが低いので、技術者の研修が

必要。WUC は各井戸に設立されている。 
・郡内の JICA 以外の開発パートナーには、OXFAM があり、ブルンジ難民に対する住宅供給

支援をするプログラムの中で給水を支援している。800 世帯の住宅を建設中で、あわせて給
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水施設、水処理施設、発電施設等を建設する。ほかに衛生活動をしている国際 NGO がある。

・WASAC からは技術的支援を受けている。 
 
 
 

面談記録 

日時 6 月 20 日 10:00-11:00 

場所 キレヘ郡事務所 

面談相手 Mr. Jean Norbert NIYONZIMA, WATSAN Officer 
Mr. Donny MBERAWRORA, Engineer in charge of infrastructure 

面談者 Jean 所員、Radjab アシスタント、田中、評価委員 3 名 

概要 

（WATSAN Officer は 1 週間前に着任。着任と同時に本調査の質問票の回答依頼が来たので、

インフラ担当にサポートしてもらって記入した。インフラ担当は、1 名だけで、水、道路、

橋、電気等全てのインフラを担当する。） 
 
・ポンプ給水では、スペアパーツの入手が困難なことが問題。ウガンダから購入するので、

修理に 2 ヵ月くらいかかっている。井戸は古いので故障により稼働しなくなることが多い

が、メンテナンスの予算がなく、またスペアパーツが入手しにくいこともあり、故障して

から修理に１年くらいかかる。Special Water Account が、7 月からの新会計年度で始まるの

で、これに期待している。初年度にどのくらいの額が入ってくるかは不明。 
・パイプ給水は、13 か所あり、全て稼働しているが、フルタイムではない。施設が古いの

が問題。PO の契約はまだ手続き中なので、今は provisional contract として維持管理を行っ

てもらっている。PO による維持管理は良好である。漏水修理等修理は迅速に行えている。

・プロジェクトの研修では、理論より実習の時間がもっとあるとよい。水質管理、ハンド

ポンプに関することなどを現場の問題に合致するような形で研修してほしい。PO の契約に

関する研修も実際のシステムと合致していない部分があった。また、研修では、一部のト

ピックについては十分な時間が割り当てられていなかった。 
・研修に関する協力・連絡体制はよかった。プロジェクトの運営にはもっと関わっていき

たい。研修の講師は WASAC のスタッフと日本人専門家が務めた。マニュアルはわかりや

すかった。 
・日々の業務では交通手段が課題。郡には車が 1 台しかないので、1 ヵ月に 1 回くらいしか

施設の巡回に行けない。月に 10 回くらい行きたい。施設の巡回はいつも PO と行っている。

給水施設は近いもので、20～30 分。2～4 時間かかる施設もある。 
・プロジェクトから郡に機材が供与されることは聞いている。 
・WUC は、各井戸にできる予定だが、メンテナンスのスキルがなく、維持管理能力は限ら

れている。WUC のキャパシティ向上は、District Water Board の責任になる。 
・District Water Board は、2016 年 12 月に設立された。Vice Mayor が Chairman で、WATSAN 
Officer が Secretary。ほかに、District Council のメンバー、PO、宗教関係者、ヘルスセンタ

ー代表、学校代表、WUC 代表、WASAC 支所（ンゴマ）らから構成されている。District Water 
Board は新しい組織なので、組織運営の研修ができていない。 
・郡の人口は約 40 万人。 
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面談記録 

日時 6 月 20 日 11:30-12:30 

場所 AYATAKE 事務所 

面談相手 Mr. Justin KUBWAYEZU, Kirehe Branch Manager 
Ms. Odile TUYISTTIMA, Accountant 
Mr. Juvenal NIRINGIYUMUKIZA , Chief Electric Mechanician 
Ms. Delphine MUHAYIMANA, Cashier & Store keeper 

面談者 Jean 所員、Radjab アシスタント、田中、評価委員 3 名 

概要 

・郡の水の課題は、水源の水量が消費量に見合っていないこと、塩素注入装置がないこと、

管路に接続されていない水源があること、など。 
・この会社は、以前は cooperative で、2013 年に会社組織になった。キレヘ支社に、フィール

ド駐在のエンジニアを含め 42 名のスタッフがいる。キガリに本部があり、東部県では、キレ

ヘ、ルワマガナ、カヨンザ、ガツィボの 4 郡、別の県に計 3 郡で、オペレーションをしてい

る（注：Radjab アシスタントによれば全部で 8 郡。面談者らは会社全体についてはあまり通

じていない模様）。2016 年に PO のライセンスを取得した。ライセンスは支社ごとに取得して

いる。 
・郡との契約手続きは円滑に進んでいる。現在は provisional contract として業務を行っている。

・維持管理上の問題は、スペアパーツが海外でしか入手できないこと。取り寄せるのに 1 週

間かかる。パーツが届けば 1 日で修理できる。また、施設が古く漏水が起きやすい。これは

PO の契約の中で修理することになっている。 
・各給水施設には、Tap Manager と Water Supply Scheme Manager の 2 名を配置し、管理を担当

させている。この 2 名は PO が指名する。Tap Manager が水料金を徴収し、会社に納める（一

部は自分の取り分）。 
・郡には、故障があると報告している。また、新しく給水施設を拡張する提案を郡にあげて

おり、これが承認されれば郡が建設を行うことになっている。郡とのコミュニケーションは

よい。WASAC の支所はンゴマにあるので、普段はあまり協力関係がないが、水源で土砂崩

れが起こったときは、協力して復旧作業にあたった。 
・今回の PO の契約は 5 年間。その後も更新していきたい。 
・（質問票に ration method と記載されていたことを聞いたところ）水の消費量が多いので、施

設ごとに給水時間を決めている。これで給水状況が前より改善した。 
・プロジェクトの研修は、今年の 3 月にンゴマで、AYATAKE の各郡の支社から 1 名ずつ参

加した。施設維持管理技術、水質管理技術が向上した。研修で配布された資料は普段の業務

で参照している。 
・PO の契約では 9 施設を管理することになっているが、現在の provisional contract では 19 施

設を管理している（おそらく 19 施設の契約になる見込み）。この 19 施設のうち、2 施設はス

ペアパーツの問題で機能していない。塩素ユニットは 7 施設に設置されている。施設の深刻

な漏水はない。 
・FEPEAR には、自分たちは参加していないのでよく知らないが、AYATAKE の Deputy 
Managing Director が役員会のメンバーになっている（注：社長が FEPEAR 会長）。前に、WASAC
のスタッフがトレーナーになってポンプ給水の研修をした時に参加した。 
・郡のもう 1 つの PO とは、研修で一緒になった。故障に関する情報交換などをしている。 
・郡内に各戸給水は 546 ある。 
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面談記録 

日時 6 月 22 日 10:30-11:30 

場所 SNV 

面談相手 Mr. Antoine MANZI, Deputy Chief of Party/ Private Sector Development 
Advisor 

面談者 田中、評価委員 1 名 

概要 

・2017 年 3 月から 2020 年 9 月の予定で、USAID のファンドにより、ISUKU IWACU プロジ

ェクトを実施している。SNV がリーダーシップをとっており、World Vision、Water for People
も協力している。家庭での衛生向上をめざしたもので、ラトリンを導入して、2020 年まで

に野外排泄撲滅（ODF）を達成することを目的としている。 
・民間セクターの協力により、一般家庭に融資をして住居の近くにラトリンを建設する。

民間金融業者とラトリン建設の民間建設業者が協力し、一般家庭に対し、無担保・低利子

（プロジェクトでは無利子にできないか交渉中）で融資を行い、ラトリンを建設する。そ

の際、一般世帯は、コミュニティの協同組合的組織である SACO（Saving & Credit 
Organization）を通して融資を受ける。キガリと東部県 3 郡（キレヘ、ンゴマ、ルワマガナ）

を含む 8 郡を対象に、計 100 万世帯にラトリンを建設する予定。ラトリンの建設費用は、1
か所 100,000F 程度。 
・プロジェクトでは、ラトリン建設の民間業者に研修を行い、民間業者が建設と併せて住

民に対し、手洗い等行動変容の指導ができるようにしていく。また、対象郡で District 
Sanitation Center を開設する。これは、既存の商店などを利用して Center とし、郡の指導の

下、商店のオーナーに、ラトリンや建設資材を販売してもらう。すでに、ンゴマを含む 4
郡で開始している。 
・このプロジェクトのスキームにおいて、WASAC は、家庭から 500 メートル以内に水源を

確保すること、郡は、各世帯のモビライゼーションをすることが、それぞれの責任である。

一般家庭に融資のことを説明できるよう、郡に対する研修も行う。コミュニティの活動に

関しては、WASAC の CM ユニットと協力している。 
・SACO は、従来、村落部の融資メカニズムとして機能してきたので、プロジェクトでも、

これを活用することとした。また、各世帯に対し、衛生、保健、栄養等の啓発活動を行う

Community Health Club の活動も計画している。こうした活動には、District WASH Board も

関わっており、プロジェクトで、Board が関係者を研修できるように能力強化を図っている。

・ポイント給水の維持管理は、各世帯が料金を PO に支払い、PO が維持管理するのが現実

的ではないか。郡の関与は重要だが、民間セクターを活用するとよい。 
・SNV は 70 年代に設立され、WATSAN、農業、再生エネルギーの分野で活動してきた。現

在ルワンダ事務所のスタッフは 40 人。うち 17 人がこのプロジェクトに関わっている。 
・RWASOM については、よく知らないが、籠田所員と情報共有し協力できないか話をした

ことがある。 
 
 

 

面談記録 

日時 6 月 22 日 15:00-16:00 
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場所 MININFRA 

面談相手 Ms. Marcelline KAYITESI, Division Manager, Water and Sanitation 

面談者 田中、評価委員 1 名 

概要 

・MININRA では、WATSAN、エネルギー、運輸、都市・住宅の 4 セクターを管轄しており、

セクターを調整するのが MININFRA の役割。WASAC が実施機関。MININFRA は、実施は

行わず、政策枠組みの策定を行う。 
・WASAC とは定期的に会合を持つほか、毎週 WASAC から MININFRA に進捗報告が送付

される。 
・インフラ建設は、MININRA と WASAC で計画する。村落給水施設は郡の責任。ただし大

規模なプロジェクトは WASAC でも担当する。ディストリクトワイド・アプローチ、District 
WASH Board などを機能させていくことが必要。郡のキャパシティが鍵。郡の予算は厳しい

が、郡がどこにニーズがあるかを認識していないのが問題。郡で明確な投資計画を策定し、

さまざまなパートナーの協力を求めていくことが重要。 
・東部郡は、水源の状態が他の地域より厳しい。 
・RWASOM で作成している国家ガイドラインは、給水施設運営維持管理の指針になる。国

家ガイドラインなどの文書は、SWG で承認した後、MININFRA で承認し採用となる。ポン

プ、ディーゼルなど、さまざまな給水施設があるが、いずれも改善が必要。SWG では、こ

れらを包括的に取組もうとしている。 
 
 

 

面談記録 

日時 6 月 23 日 11:00-12:00 

場所 AfDB 

面談相手 Mr. Ephrem RUTABOBA, Senior Water and Sanitation Officer 

面談者 田中、評価委員 1 名 

概要 

・AfDB は、ルワンダで 1974 年から事業を開始した。94 年の内戦以降、キガリの給水シス

テムのリハビリ等を支援していた。2004～2014 年にかけ、村落給水衛生プロジェクトを実

施していた。もともと 5 フェーズで実施する予定でいたが、2015 年に 2 フェーズまで終了

したところで、水セクターの開発パートナーが増えたため、AfDB では、重点分野を運輸、

エネルギー、財政支援のためのキャパシティビルディングに絞り、水セクターは縮小した。

実施中だった前述プロジェクトの第 2 フェーズと、東部アフリカの広域案件であるビクト

リア給水プロジェクトは継続したが、新規のプロジェクトには着手しなかった。 
・その後、政府と開発パートナーの協議を経て、昨年から水セクターでの本格支援を再開

している。 
・支援案件の 1 つは、国家水衛生マスタープランで、すでに承認されており、WATSAN で

コンサル契約の入札に着手しており、まもなく開始される。全国の WATSAN に関するマス

タープランを策定する。これは都市のパイプ給水、村落井戸等、全て含み、セクターの投
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資計画を特定するもの。 
・もうひとつは、より規模の大きい WATSAN プログラムで、キガリを含む全国の 6 市（キ

ガリ以外は satellite city、または secondary city と呼ばれている）で実施する。総額 $211.6m
で、AfDB が 160m、EBRD が 40m、ルワンダ政府が残りを拠出する予定。正式承認はまだ

である。第 1 フェーズとして$72m を拠出してキガリのパイプ給水施設のリハビリを行う予

定。JICA も同様の活動をしているため、協議を行っている。 
・村落部では、衛生状態が向上しておらず、これが水源の汚染につながっている。まず衛

生を向上させることが必要。 
・東部県は、低地なので、地下水利用のための井戸が他の地域より重要。 
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